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イン ド ネ シア の 大 学生 た ち に よる ダ ア ワ と 呼ば れる イス ラー ム 運 動 は 、 近 年 の イス ラー ム 人 台頭 の 
現れ の 一 つと し て 、 また 虫 進 す る イス ラー ム 政 党 の 支持 基盤 と し て 、 注目 が 集まっ て いる 。 し か し 、 
こう し た 運動 の 原点 が 明らか に され た と は 言い が た い 。 本 稿 で は 、 大 学 キ ャ ン パ ス に お ける ダ ア ワ 
の 原点 と し て 、 バ ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 の サル マン ・ モ スク で の 運動 を 取り 上 げ る 。 筆 者 が 現地 調査 で 
行っ た 当事者 へ の イン タビ ュー 結果 を 用 いて 、 当 時 の 政治 社会 状況 や 先行 研究 の 成果 と 照合 し な が 
ら 、 運 動 の 歴史 を 論述 する 。 








The Islamic 9227 movements among university students in Indonesia have gained attention as 
a phenomenon of recent 1slamic rising or a major support base of the surging Islamic pohtical party. 
However, the origin of the movements has been unrevealed. This article focuses on the movement in 
Salman Mosque in Bandung Institute of Technology as the origin of ze 27 の 245 in Indonesia, and 
describes the history of Salman movement with analysing the interviews that I conducted to the people 
concerned. 


Keywords: イン ド ネ シア 、 イ スラ ー ム 運動 、 ダ アワ 、 バ ンド ゥ ン 工 科大 学 、 サ ルマン ・ モ スク 
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1 は じ め に 
1.1 間 題 設定 

1990 年 代 末 以降 、 国 立 大 学 の 学生 た ち を 中 心 と 
する イス ラー ム 運 動 は 、 イ ンド ネシア 社会 を 動か 
す 大 き な 力 と な っ て きた 。 大学 キャ ン パ ス で の イ 
スラ ー ム 運動 に 参加 し た 学生 た ち が 、1998 年 の 政 
変 時 に は 、 イ ンド ネシア ・ ム スリ ム 学 生 行 動 連 盟 
(KAMMI) を 結成 し 、30 年 以上 に わた っ て 枚 威 主 
義 体制 を 維持 し て きた スハ ルト 大 統領 を 退陣 に 追い 
込む 大 き な を 役割 を 担っ た こと 、 ま た 、 そ の 一 部 が 、 
その 後 の 改革 (レフ ォ ル マシ ) と 呼ば れる 時 代 の 中 
で 、 イ スラ ー ム 政党 と し て 集結 し 、 大 き な 支 持 を 得 
て いる こと は 、 内 外 の メデ ィ ア や 研究 者 に よっ て 、 
伝え られ て いる 。 し か し 、 こ れ ら の 運動 の 原点 が 十 
分 に 明らか に され た と は 言い が た い 。 ま た 、 そ の 政 
治 性 に 注目 が 集まり 、 様 々 な 研究 業績 が 積み 上 げ ら 
れ て いる も の の 、 運 動 に 参加 する 学生 た ちの イス 
ラー ム に 向かう 意識 に つい て は 、 考 察 の 対象 に な っ 
て こと なか っ た と 言わ ざる を 得 な い 。 

こう し た 大 学 キ ャ ン パ ス に お ける 学生 た ちの イス 
ラー ム 運 動 は 、 ダ アワ ・ カ ンプ ス と 呼ば れ て いる "。 
アラ ビア 語 起 源 で イス ラー ム へ の 呼び か け 、 あ る い 
は 宣教 や 布教 を 意味 する ダ ア ワ の 運動 は 、 そ も そ も 、 
個人 の レベ ル の イス ラー ム 性 向上 と 、 他 の 人 や 社会 
に 対す る イス ラー ム の 働き か け を 同時 に 実現 し よう 
と する も の で ある 。 

本 稿 で は 、 学 生 た ち に よる ダ ア ワ 運 動 の 原点 と し 
て 、 バ ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 の サル マン ・ モ スク で の 活 
動 を 取り 上 げ る 。 バ ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 は 、 初 代 大 統 
領 の スカ ル ノ を 慕 出し 、 イ ンド ネシア の 中 で 、 最 も 
歴史 の ある 、 ま た 優秀 な 国立 大 学 の 一 つ で ある 。 サ 
ルマン ・ モ スク は 、 同 大 学 キ ャ ン パ ス に 隣接 する 土 
地 に 、 学 生 た ちの 働き か け に よっ て 建て られ た 国内 
で 最も 歴史 の 古い 大 学 モ スク の 一 つ で あり 、 特 に 、 
1970 年 代 か ら 1980 年 代 に か け 、 全 国 の 大 学 の イス 
ラー ム 運 動 に 多大 な 影響 を 及ぼ し た 。 現在 に も つ な 
が る 学生 ダ ア ワ 運 動 の 発展 の 基礎 を 築い た サル マン 
運動 * の 展開 を 、 活 動 家 た ち へ の イン タビ ュー 結果 
を 用 いて 、 実 証 的 に 明らか に する 。 
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1.2 先行 研究 

世俗 の 大 学 に お ける イス ラー ム 運 動 の 存在 は 、 ス 
ハル ト 体 制 下 の 社 会 変容 と 、 イ ンド ネシア の イス 
ラー ム の 関係 を 論じ る 、 著 名 な 研究 者 た ちの 著作 の 
中 で 、 す で に 指摘 され て いる 。 特 に 1990 年 代 半 ば 
以降 、 イ ンド ネシア 社会 に お ける イス ラー ム の 台 頭 
が 、 多 く 論 じ ら れ る よう に な り 、 大 学 キ ャ ン パ ス で 
の イス ラー ム 運 動 の 顕在 化 も 、 こ うし た 流れ の 中 で 
説明 され て きた 。 使 用 され る 用 語 や 視点 は 、 そ れ ぞ 
れ に 異な っ て いる も の の 、 世 俗 大 学 で の イス ラー ム 
運動 が 、 社 会 変容 の 影響 を 受け て 出現 し て きた 新 し 
い タ イプ の イス ラー ム 吾 頭 の 現われ だ と し て 位置 づ 
けら れる 点 は 、 共 通し て いる 。 

アメ リカ 人 の ウィ リア ム ・ リ ドル (Wiliam Liddle) 
は 、 ス ハル ト 体 制 下 の イス ラー ム の 変容 の 中 
で 、 実 質 主 義 (substantialism) より も 聖典 主義 
(scriptaralism) の 比重 が 高まり つつ ある こと を 論じ 
た 論文 の 中 で 、 大 学 で の イス ラー ム 運 動 に つい て 言 
及 し て いる 。1960 年 代 後半 以降 の スハ ルト 体制 下 
で は 、 経 済 成長 や 教育 水準 の 高まり と 共に 、 小 学校 
か ら 大 学 に 至る まで イス ラー ム の 教科 と し て の 導入 
に よっ て 、 世 俗 の 大 学 で も 、 以 前 と 比較 し て 、 イ ス 
ラー ム の 実践 と 信仰 を 理解 する 学生 た ち が 増 えて き 
た と 指摘 する 。 さ ら に 、 大 学 モス ク が 主催 する クル 
アー ン 学 習 会 へ の 参加 な ど を 通じ て 、 よ り 聖 典 主義 
的 な 学生 た ち が 出 現し 、 そ の 一 部 は 、 急 進 的 で 好戦 
的 な イス ラー ム 組 織 に 惹き つけ られ て いる と 分 析 し 
る 

また 、 ロ バー ト ・ へ フナ ー (Robert Hefner) は 、 
イン ド ネ シア の イス ラー ム 社 会 に 、 民 主 主義 や 市 
民 性 が いか に 根付 いて いく か を 論じ た 著書 の 中 で 、 
1950 年 代 か ら 60 年 代 初頭 に か け 、 世 俗 ナ ショ ナリ 
スト の 牙城 だ っ た 国立 大 学 に お いて 、1970 年 代 末 
に は 、 イ スラ ー ム の 進展 が 顕著 に 見 られ る よう に 
な っ た と 論じ て いる 。 学生 た ち は 、 伝 統 的 ウラ マー 
た ち へ の 傾倒 を 拒絶 し 、 ム スリ ム と し て の 倫理 と 
信仰 を 追求 し た 。 サ ルマン ・ モ スク の 活動 は 、 
う し た 動き の 中 心 に あり 、1980 年 代 初頭 に は 、 こ 
れ が 全国 の 大 学 の キャ ン パ ス に 拡大 し た と 指摘 し 
て る 
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オラ ンダ 人 の ブラ イネ ッ セ ン (Martn van 
Bruinessen) も 、 リ ドル と 同様 に 、 イ スラ ー ム の 思 
想 的 変容 に 着目 する 。 西 欧 思 想 の 導入 に よる クル 
アー ン の 現代 的 解釈 を 推奨 し 、 多 元 主 義 と 寛容 さき を 
強調 する イス ラー ム の 潮流 を 、 先 述 の リド ル は 実質 
主義 と 評 し た が 、 ブ プラ イネ ッ セ ン は 、 こ れ を リベラ 
ル ・ イ スラ ー ム と 呼ぶ 。 近 年 の 急進 的 な 1 イスラーム 
諸 グ ルー プ の 系 譜 を 明らか に し た 著作 の 中 で 、 こ う 
し た リベラ ル ・ イ スラ ー ム が 1970 年 代 に は 、 学 生 
達 の 間 で も 支配 的 な トレ ンド で あっ た と 述べ る 。 し 
か し 、 ス ハル ト 再 選 阻 止 運動 に 伴う 1978 年 の 学生 
林 動 と 、 そ の 後 の キ ャ ン パ ス 内 で の 学生 運動 を 禁じ 
る 政策 の 影響 を 受け て 、1980 年 代 に は 、 よ り 急 進 
的 な 流れ が 顕在 化し た こと を 指摘 し て いる 。 ブ ライ 
ネッ セン は 、 現 在 の 学生 活動 家 た ち が 傾 倒す る タル 
ビ ヤ (教育 ) 運動 が 、1978 年 以前 に 主流 だ っ た 政 
治 的 行動 主義 に と っ て 代わ り 、1980 年 代 に は 顕在 
化し た と 述べ る 。 こ の 流れ の 中 で 、 サ ルマン ・ モ ス 
ク の 活動 も 紹介 され て お り 、 サ ルマン ・ モ スク に お 
ける グル ー プ ディ スカ ッ シ ョ ン や “メン タル トレ ー 
ニン グ ” は 、 他 の 地域 の 活動 に 影響 を 与え た と され 
あう 

イン ド ネ シア の イス ラー ム 運 動 と 政治 と の 関係 を 
研究 する 見 市 健 は 、 世 俗 大 学 で の イス ラー ム 運 動 を 、 
1998 年 に 創設 され た イス ラー ム 政 党 、 正 義 党 の 虫 
進 と 結び 付け て 分 析 し 、 そ の 中 で 、 サ ルマン ・ モ ス 
ク の 活動 に つい て も 頁 を 視 い て 論じ て いる 。 見 市 に 
よれ ば 、1970 年 代 初頭 に 始ま っ た バン ドッ ゥ ン 工 科 
大 学 の サル マン ・ モ スク に お ける 宗教 活動 が ダッ ワ ・ 
カン プス 『 の 萌芽 で あり 、 そ の 中 心 に は 、 エ ジ プ ト 
の ムスリム 同胞 団 を モデ ル に し た 幹部 養成 の 活動 が 
あっ た と 述べ る 。 ま た 、 ダ ッ ワ ・ カ ンプ ス の 拡大 は 、 
1970 年 代 後 半 、 学 生 の 政治 的 自由 の 制限 が 強まる 
と 同時 に 起こ り 、 政 治 運動 が 許さ れ な い 状 況 下 で 、 
宗教 運動 は 学生 達 に 代替 的 な 領域 を 提供 し た と 分 析 
する 。 さ ら に ダッ ワ ・ カ ンプ ス を イス ラー ム 主 義 運 
動 と 位置 づけ 、 こ れ を 支持 基盤 と し て スハ ルト 体制 
崩壊 後 の 1998 年 に は 、 イ スラ ー ム 政党 の 正義 党 が 
結成 され た と 歴史 的 流れ を 説明 し て いる "。 

見 市 の 研究 で は 、 こ れ ま で 先述 の 西欧 の 研究 者 に 
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よっ て 、 断 片 的 に し か 論じ られ て こ な か っ た ダ ア ワ ・ 
カン プス に 焦点 が 当て られ 、 そ の 彰 芽 や 拡大 の 状況 
が 、 イ ンド ネシア の 社会 変容 と 関連 付け て 分 析 さ れ 
て いる 。 見 市 は 特に 、1998 年 に 誕生 し た 正義 党 の 
支持 基 盤 と し て の 、 ま た 、 イ スラ ー ム 主義 運動 と し 
て の ダ ア ワ ・ カ ンプ ス に 着目 し 、 そ の 政治 的 イデ オ 
ロ ギ ー 人 性 を 強調 し て いる 。 

正義 党 、 あ る い は 正義 党 を 母体 に 2004 年 に 誕 
生 し た 福祉 正義 党 と 、 世 俗 大 学 に お ける ダ ア ワ 運 
動 の 関係 を 分 析 し た も の と し て は 、 ダ マニ ッ ク 
(Damanik)『 や フル コン (Furkon) "な ど 、 イ ンド 
ネシア 研究 者 に よる 研究 も 挙げ られ る 。 ダ マニ ッ ク 
は 、 ダ アワ ・ カ ンプ ス の 発展 が 、 サ ルマン の 役割 を 
無視 し て 考え る こと は で き な い と し て 、 サ ルマン の 
中 心 的 プロ グラ ム で ある 、 ダ アワ ・ ム ジャ ー ヒ ド ・ 
トレ ー ニ ング の 内 容 や 、 そ の 影響 に つい て も 論じ て 
民 

サル マン ・ モ スク に お ける 運動 の 実態 に つい て の 、 
先行 研究 は 多く な い 。 先述 の ブ プライ ネッ セ ン 、 見 
市 、 ダ マニ ッ ク ら は 皆 、 サ ルマン の 活動 内 容 に つい 
て 、 イ ンド ネシア 人 研究 者 え メル ハヤ ティ 
(Nurhayati Djiamas) に よる “Gerakan Kaum Muda 
Islam Mesjid Salman (サル マン ・ モ スク ・ イ スラ ー 
ム 青 年 運動 )” を 引用 する 。 同 論文 は 、 イ ンド ネ シ 
ア に お ける 現代 の イス ラー ム 諸 運動 を 取り 上 げた 論 
文集 の 中 に 掲載 され て いる 。1960 年 代 か ら 70 年 代 
に か け て の 政治 社会 状況 と 照ら し て 、 サ ルマン ・ モ 
スク が 建て られ た 経緯 に つい て の 考察 の 後 、1980 
年 代 後半 当時 、 サ ルマン ・ モ スク で 実施 され て い 
た 諸 プ ログ ラム の 紹介 と 、 思 想 の 特徴 が 論じ られ 
て いる 。 
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1.3 考察 の 方 法 と 対象 

先行 研究 で は 、 共 通し て 、 現 在 、 全 国 に 展開 し て 
いる 学生 イス ラー ム 運 動 、 あ る い は ダ ア ワ ・ カ ンプ 
ス の 初期 また は 彰 芽 期 に 、 影 響 力 を 持っ た 運動 と し 
て 、 サ ルマン 運動 が 取り 上 げ ら れ て お り 、 そ の 重要 
性 は それ ぞ れ に 指摘 され て いる 。 し か し 、 そ の 実態 
に つい て 、 つ まり 実際 に 活動 に か か わっ た 学生 た ち 
が 、 何 を 考え 、 ど う 行 動 し て きた か に つい て 、 詳 し 
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い 検 証 は 行わ れ て いな い 。 サ ルマン 運動 の 実態 と 、 
その 発展 プロ セス を 知る た め に は 、 各 時 代 の 運動 の 
直接 の 担い 手 で ある 、 学 生活 動 家 た ちの 言動 を 見 る 
こと が 不可 欠 だ と 考え る "。 本稿 で は 、 先 行 研究 の 
成果 を 踏ま ほえ を 、 サ ルマン 運動 を 、 学 生 イ スラ ー ム 
運動 の 原点 と 位置 づけ る 。 そ し て 、 先 述 の ジャ マ 
ス の 研究 を 補完 する も の と し て 、 当 事 者 へ の イン 
タビ ュー を も と に 、 サ ルマン ・ モ スク に お ける 運 
動 の 内 容 と 、 活 動 家 た ちの 意識 を 実証 的 に 明らか 
に し た い 。 

また 、 本 稿 で は 、 サ ルマン で ダ ア ワ 運 動 が 誕生 し 
て か ら 、 発 展 を 遂げ 、 そ の 影響 力 に 陰り が 見 え 始 め 
る 時 期 ま で を 対象 と する 。 つ まり 、 モ スク 建設 の 要 
望 と ダ ア ワ の 活動 が 始ま っ た 頃 か ら 始 め て 、 サ ル マ 
ン の 精神 性 を 引き 継ぎ つつ 、 バ ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 
の 学生 に 特 化し た 活動 の 実践 を 目指 す 、 ガ マイ ス 
(Gamais) が 誕生 する 時 期 ま で の 、 考 察 を 行う 。 こ 
れ に よっ て 、 全 国 的 、 ま た 歴史 的 な 影響 力 を 持つ に 
も か か わら ず 、 こ れ ま で 上 断片 的 に し か 記述 され て こ 
な か っ た 運動 の 流れ を 、 イ ンド ネシア 社会 の 変容 の 
歴史 に 照ら し な が ら 、 彰 芽 期 、 発 展 期 、 最 盛 期 、 新 
た な 展開 期 の 4 段階 に 時 系 列 で 整理 する 。 


2 サル マン 運動 の 歴史 的 変遷 
2.1 萌芽 期 : モス ク 完 成 ま で の 長い 道のり 


バン ドゥ ン 工 科大 学 の 前 身 は 、 オ ラン ダ 統 治 時 
代 の 1920 年 に 建て られ た 工業 大 学 (Technische 
Hogeschool te Bandung) で ある 。1945 年 以降 の 独 
立 戦争 期 、 一 時 、 イ ンド ネシア 大 学 に 工学 部 と し て 
組み 込ま れ た も の の 、1959 年 3 月 2 日 、 バ ンド ッ ゥ 
ン 工 科大 学 (Imstitut Teknologi Bandung) と し て 、 
再 創設 され た "。 

独立 後 の イ ンド ネシア で は 、 イ スラ ー ム 教育 と 近 
代 教 育 が 並存 し 、 教 育 文化 省 が 、 西 洋 近代 教育 を 取 
り 入 れる 普通 学校 を 管轄 し 、 宗 教 還 が 、 イ スラ ー ム 
学校 を 管轄 する と いう 二 元 的 な 教育 行政 制度 が 採用 
され た “『。 こ れ に よっ て 、 パ ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 を 含 
め た 一 般 の 国立 大 学 は 、 教 育 文化 省 の 管轄 する 普通 
学校 系 統 の 高等 教育 機関 と し て 位置 づけ られ た 。 オ 
ラン ダ 統 治 時 代 に は 、 将 来 、 植 民 地政 府 の 官 更 と し 
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て 働く こと を 期待 され た 、 プ リヤ イ “『 と 呼ば れる 
貴族 階級 の た め だ け の も の だ っ た 大 学 は 、1945 年 
の 独立 以降 の 普通 教育 の 広がり の 中 で 、 そ れ 以 外 の 
社会 階層 に も 開か れ た も の に な っ て いた 。 し か し 依 
然 と し て 、 サ ント リ と 呼ば れる 敬 虚 な ムスリム た ち 
に 対す る 教育 の 中 心 は 、 伝 統 的 な 1 イス ラー ム 教 育 を 
行う プサン トレ ン や イス ラー ム 学 校 に ある と する 見 
方 が 一 般 的 だ っ た 。 へ フナ ー は 、 先 述 の 著作 の 中 で 、 
「1950 年 代 か ら 1960 年 代 初頭 の イン ド ネ シア の 国 
立 大 学 は 、 世 俗 ナ ショ ナリ スト の 牙城 が 築 か れ 、 イ 
スラ ー ム 的 学生 の 勢力 は 、 と て も 小さ か っ た ] と 述 
CC る 

し か し 実際 に は 、 独 立 後 の 普通 教 育 を 受け た 世代 
が 大 学生 に な る 1950 年 代 、 イ スラ ー ム の ウラ マー 
の 子弟 な ど 、 サ ント リ と 呼べ る 学生 も 、 バ パン ドッ ゥ ン 
工科 大 学 に 見 られ る よう に な っ た 。 そ の 一 方 で 、 当 
時 の バン ドッ ゥ ン 工 科大 学 の 教授 た ち は 、 多 く が オラ 
ンダ 人 で あり 、 金 曜 礼 拝 の 時 間 に も 通常 通り 授業 が 
行わ れ て いた 。 大 学 か ら 最も 近い モス ク は 、 大 学 か 
ら 2 キロ ほど 離れ た と ころ に あり 、 金 曜 礼拝 に 参加 
する に は 、 授 業 を サボ っ て 行か ね ば な ら な い 状 況 に 
あっ た 。 礼拝 と いう 、 イ スラ ー ム の 教え の も っ と も 
基本 的 な 実践 を 、 純 粋 に 遂行 し た いと 考え る 学生 た 
ちの 間 で 、 大 学内 に 礼拝 の 場 が 欲し いと いう 要望 が 
上 上 が っ で くる よう に な っ た 

1950 年 代 未 、 大 学 を 卒業 し た サン トリ の 子弟 た 
ちの 一 部 は 、 大 学 講師 の 職 を 得 て 、 同 大 学 で 教え 始 
め る よう に な る 。 彼ら は 、 人 金曜 礼 振 の た め に 、 西 大 
講堂 を 使わ せ て も ら う よう 、 大 学 の 許可 を 取り 付け 
る 一 方 "、 大 学 モス ク 建 設 の た め の バ ンド ッ ゥ ン 工 科 
大 学 モ スク 育成 者 委員 会 (Panitia Pembina Masjid 
ITB) を 、1958 年 に 創設 し た 『。 そ の 後 、1963 年 に は 、 
この 委員 会 は 、 大 学 組 織 か ら は 独立 し た 、 同 大 学 モ 
スク 育成 者 財団 (Yayasan Pembina Masjid ITB) と 
な り 、 モ スク の 建物 創設 と ダ ア ワ の 諸 活 動 の 運営 
に 携わる よう に な っ た 『。 サ ルマン ・ モ スク の 運営 
は 、 現 在 に 至る まで 継続 し て 、 大 学 か ら 独 立 し た 財 
団 久 に よっ て 担わ れ て いる 。 財 団 の 初代 代表 に は 、 
電気 工学 専攻 の トゥ バグ ス ・ ス レイ マン (Tubagus 
Soelaiman) 教授 が 就任 、 そ の ほか 、 ア ハマ ド ・ サ 


ダリ (Ahmad Sadali)、 ア ハマ ド ・ ヌ ゥ マン (Ahmad 
Noe'man)、 ム ハン マ ド ・ ハ ムロ ン (Muhammad 
Hamron) 、 ル トゥ フィ (AM Luthf) 、 ま た 後に ダ ア ワ ・ 
ムジ ャ ー ヒ ド ・ ト レー ニン グ を 始め る イマ ドゥ ディ 
ン ・ ア ブ ド ゥ ッ ラ ヒム (Imaduddin Abdulrahim) な ど 、 
信仰 心 の 厚い 家庭 に 育っ た 若い 講師 た ち が 、 次 々 と 
メン バー に な っ て いっ た うず 。 

バン ドッ ゥ ン 工 科大 学 で 、 モ スク 建設 の 組織 化 が 起 
こり 始め て いた 時 期 は 、 初 代 大 統領 スカ ル ノ の 権力 
が 最大 に な っ た 時 期 と 重なっ て いる 。1958 年 、 西 
スマ トラ や 北 ス ラウ ェ シ で 発生 し た 中 央 政府 に 対 
する 分 離 独立 運動 を 鎮圧 し 、1959 年 、 ス カル ノ は 、 
議会 を 解散 し て 大 統領 命令 に よっ て 1945 年 憲法 へ 
の 復帰 を 宣言 し た 。 い わ め ゆる 議会 制 民 主 主 義 か ら 、 
「 指 導 さ れ た 民主 主義 ] ぞ へ の 移行 で ある 。 こ れ 以 降 、 
スカ ル ノ が 、 自 ら に 権力 を 集中 させ 、 強 力 な 指導 体 
制 を 確立 し て いく 中 で スロ ー ガ ン と し て 使わ れ た の 
が 、 ナ ショ ナリ ズム (Nasionalism) 、 宗 教 (Agama) 、 
共産 主義 (Komunisme) の 頭 文字 を と っ て 作ら れ 
た 造語 、 ナ サコ ム (NASAKOM) で ある 。 ス カル ノ は 、 
台頭 する 3 大 イデ オロ ギー、 ナ ショ ナリ ズム 、 イ ス 
ラー ム 、 共 産 主義 の 統一 を 訴え を る こと で 、 三 者 の 対 
立 を 封じ 込め 、 自 ら が その 仲裁 者 と し て バラ ンス を 
取る こと を 目指 し た ぞ 。 

サル マン と いう 名 前 は 、 こ うし た 状況 の 中 で 、 ス 
カル ノ 自 身 に よっ て 名 づけ られ た 。 ス カル ノ は 、 オ 
ラン ダ 統 治 時 代 の 1921 年 か ら 1926 年 まで 、 同 大 学 
で 土木 工学 を 学ん だ 卒業 生 で ある “。1964 年 、 ア 
ハマ ド ・ ヌ ッ ゥ マン に よっ て 描か れ た 設計 図 を 見 た ス 
カル ノ 大 統領 は 、 こ の モス ク の 設計 と 建設 を 承認 し 、 
聖 預言 者 へ ムハンマド の 教 友 で あり 、 ハ ンダ ク の 戦い 
で 活躍 し た 技術 者 サル マン ・ ア ルー ファ ー リ シー 
(Salman ALFarisi) の 名 に 因 ん で 、 こ の モス ク を サ 
ルマン と 名 づけ た ぞ 。 

し か し その 後 、1965 年 の 政変 に よっ て スカ ル ノ 
は 失脚 する 。 共 産 党 が 主導 し た と され る クー デ タ ー、 
1965 年 9 月 30 日 事件 を 大 義 名 分 と し て 、 ス ハル ト 
は 共産 党 と その 支持 者 に 対す る 徹底 的 な 弾圧 を 行 
い 、 権 力 を 掌握 し て いく 。 民 衆 を 共産 主義 に 、 つ ま 
り 無神論 に 陥ら せな いた め の 和 問 と し て 、 イ スラ ー 
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ム が 位置 づけ られ る よう に な り 、 信 仰 と し て の イス 
ラー ム が 奨励 され 、 宗 教 が 小学 校 か ら 国 立 大 学 に い 
た る 全て の 教育 段階 で 必修 科目 と され た の も 、 こ の 
時 期 の こと で ある や 。 

体制 移行 の 政治 的 混乱 の 最 中 、 モ スク 建設 の た め 
の 資金 繰り は 上 厳 し く 、 そ の 建設 に は 長い プロ セス と 
時 間 を 要 し た 。 し か し この 時 期 、 教 授 や 講師 た ち が 
中 心 と な っ て 行わ れ た モス ク の 建設 と 並行 し 、 学 生 
た ち に よる ダ ア ワ の 活動 が 進展 する 。 学 生 た ち は 、 
モス ク に 集う 人 々 (ジャ マ ア ) を 育て る こと を 目指 
し 、 金 曜 礼 振 や 日 曜 勉強 会 な どの 他 、 音 楽 バ ンド 活 
動 や 料理 教室 、 ま た 教養 科目 の 補習 プロ グラ ム な ど 、 
様々 な 形 で 一 般 の 学生 た ち を 惹き 付け る 企画 を 実施 
し て いっ た ”。 大 学 キ ャ ン パ ス の 南側 に 接する 土地 
に 、 モ スク の 建物 全体 が 完成 し 、 そ こ で 初め て の 金 
曜 礼拝 が ポ 行わ れ た の は 、 モ スク 育成 者 委員 会 が 創設 
され て か ら 14 年 後 の 1972 年 5 月 5 日 で ある が ぎ 、 
こう し た 活動 の お か げ で 、 モ スク 完成 時 まで に 、 サ 
ルマン の ジャ マ ア は 大 き な 勢 力 に な っ て いた 。 


2.2 発展 期 : 活 動 の 本 格 化 と ダ ア ワ ・ ム ジャ ー ヒ ド ・ 
トレ ー ニ ング 

サル マン ・ モ スク の 建物 が 完成 し 、 ダ アワ の 諸 活 
動 が 本 格 化 する 1970 年 代 は 、 ス ハル ト 体 制 が 確立 
し て いく 時 期 で あり 、 体 制 の 存在 を 脅かす も の や 、 
その 人 危険 の ある も の は 、 竹 底 的 に 排除 の 対象 と な っ 
た 。 イ スラ ー ム 勢力 も 例外 で は な く 、 イ スラ ー ム 的 
政治 活動 も その 対象 と な り 、 活 動 は 厳し く 制 了 良さ れ 
た 。1950 年 代 に 議会 政治 で 力 を 有 し 、1960 年 に ス 
カル ノ に よっ て 非 合 法 化 され て いた イス ラー ム 政 党 
マシ ュ ミ 党 は 、 ス ハル ト 体 制 で も 、 そ の 復権 が 許さ 
れ な か っ た 。 また 、1973 年 に は 、 政 党 の 簡素 化 を 狙っ 
た 政党 再編 が 行わ れ 、4 つの イス ラー ム 政 党 が 開発 
統一 党 に 統合 させ られ た “。 

これ まで の 研究 で は 、 こ の 時 期 の ムスリム エリ ー 
ト た ち は 、 そ れ 以 前 の 反 体 制 的 政治 活動 を 諦め 、 体 
制 寄り の 傾向 を 強め て いっ た と 指摘 され て きた 。 中 
村 光 男 は 、1960 年 代 に 、 政 治 運動 を 活発 に 行っ た 
イス ラー ム 学 生 同 盟 (HMI) "” で も 、 こ の 時 期 に は 、 
マシ ュ ミ 党 に 代表 され る イス ラー ム 国 家 樹 立 の 目標 


KEIO SEC JOURNAL Vol.8 No.2 2008 


自由 論題 


を 放棄 し 、 体 制 内 の 建設 的 批判 者 と し て 、 社 会 的 ・ 
文化 的 アプ ロー チ に よる 協調 的 戦略 を と る 路線 が 
生ま れ た 、 と 論じ て いる \『。 ま た 、 リ ドル は 、1970 
年 代 初頭 、 聖 典 主 義 者 に 対す る 政府 の 警戒 が 上 厳し 
く な る 一 方 、 実 質 主 義 の 代表 的 知識 人 と され る ヌ 
ル ホ リス ・ マ ジ ド が 、[|Islam Yes, Partai Islam ( イ 
スラ ー ム 政党 ) No ! | と いう スロ ー ガ ン を 打ち た 
て 、 体 制 や 人 びと に 受け 入れ られ て いっ た と 述べ 
て いる ぎ 。 

社会 一 般 に 、 体 制 寄り の イス ラー ム の 姿勢 が 目 立 
つよ うに な っ た この 時 期 に 、 サ ルマン ・ モ スク で は 、 
この 後 の 大 き な 運 動 に つなが っ て いく 基盤 が 築 か れ 
始め て いた 。1974 年 、 ダ アワ の リー ダー に な る 人 
た ち を 養成 する た め の ダ アワ ・ ム ジャ ー ヒ ド ・ ト レー 
ニン グ (LMD: Latihan Mujahid Dakwah) が スタ ー 
ト す る 。 同 トレ ー ニ ング は 、 バ ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 の 
電気 工学 科 を 卒業 し 、 そ の 後 、 大 学 講師 を 続け な が 
ら 、 サ ルマン ・ モ スク の 活動 に 参加 し て いた イマ ドッ ゥ 
ディ ン に よっ て 考案 され 、 イ マ ド ゥ デ ィ ン 自 身 が 講 
師 も 務め た #。 ト レー ニン グ を 通じ て 、 ダ アワ に 対 
する 強い 足 務 を 持っ た 幹部 を 養成 する こと 、 ま た 、 
高い 倫理 を 持ち 、 時 代 の 課題 に 対応 し て いけ る ム ス 
リム 知識 人 を 養成 する こと が 目指 され た 。5 日 間 程 
度 の 期間 中 、50 人 程度 の 参加 者 に 対し 、 イ マ ド ッ ゥ 
ディ ン ら 各 講 師 が 、 イ スラ ー ム に 関わ る 諸 分 野 の 講 
義 を 実施 し た 。 イ マ ド ゥ ッ デ ィ ン は 、 タ ウ ヒ ー ド ( 神 
の 唯一 性 ) を 強調 し 、 イ スラ ー ム 諸 学 の 知識 の 伝達 
より も 、 熱 意 と イン スピ レー ショ ン を 与え て 、 一 人 
一 人 の 意識 変革 を 促す 講義 を 行っ た と いう “\。 ま た 
期間 中 、 参 加 者 は 、 寝 食 を 共に し 、 外 部 と の つなが 
り を 絶っ て 、 イ スラ ー ム と 向き 合う 。 講義 と 同時 に 
ディ スカ ッ シ ョ ン も 多く 、 参 加 者 が 主体 的 に 学ん で 
いく も の で あっ た ず 。 

イマ ドゥ ディ ン は 、1953 年 に バン ドゥ ン 工 科大 
学 に 入学 し 、 す ぐに 、 イ スラ ー ム 学生 同盟 (HMY) 
に 参加 し た 。HMI の メン バー を 対象 に 、 外 部 の ウ 
ラマ ー を 招い た イス ラー ム 説 教会 な ど を 企画 ず す る 
な ど 、 一 貫 し て ダ ア ワ の 活動 に 従事 し 、1966 年 に 
は 、HMI 傘下 の イス ラー ム 学 生 ダ アワ 組織 (LDMI) 
の 代表 に 就任 し て いる 。 し か し 、 も と も と オラ ンダ 
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支配 か ら イ ンド ネシア 独立 を 達成 する 目的 で 1947 
年 に 設立 され た HMI で は 、 集 団 と し て の 政治 的 活 
動 が 、 常 に 優先 され 、 個 々 の イス ラー ム 性 の 向上 は 
主流 の 活動 と 成り 得 な か っ た 。 ま た スハ ルト 体制 初 
期 に は 、 当 時 、 代 表 を 務め た ヌル ホリ ス ・ マ ジ ド の 
[Islam Yes, Partai lslam (イス ラー ム 政 党 ) No ! 
の スロ ー ガ ン に 象徴 され る よう に 、 体 制 協調 の 傾向 
が 強まっ て いた 。 イ マ ド ゥ デ ィ ン は 、HMI の こう 
し た 流れ に 決別 し 、 サ ルマン で の ダ ア ワ の 活動 に 精 
力 を 傾け る よう に な っ て いっ た の で ある 。 

また 、 イ マ ド ゥ デ ィ ン ら サル マン の 指導 者 た ち 
は 、 元 マシ ュ ミ 党 の 幹部 た ちと 接触 し 、 彼 ら か ら ダ 
アワ の 手法 を 学ん で いた 。 マ シュ ミ 党 は 、1950 年 
代 、 議 会 と 政党 の 活動 が 機能 し て いた 時 代 、 議 会 に 
お ける 一 大 勢力 を 担い 、 ま た ナッ シー ル を 始め 、 複 
数 の マシ ュ ミ 党 メ ン バ ー が 、 首 相 を 歴任 する な ど 、 
大 き な 力 を 持っ た 政党 で ある 。 し か し 、1950 年 代 
末 の 地方 反乱 運動 に 加担 し た と いう 理由 で 、1960 
年 、 ス カル ノ 大 統領 に よっ て 非 合 法 化 され 、 ナ ッ 
シー ル 自 身 も 一 時 投獄 され た 。1967 年 、 元 マシ ュ 
ミ 党 党 首 ナ ッ シ ー ル た ち は 、 そ れ ま で の 政治 路線 に 
見 切り を つけ 、 イ ンド ネシア に お ける ダ ア ワ の 活性 
化 と その 質 の 向上 を 目指 し て 、 イ ンド ネシア ・ イ ス 
ラー ム ・ ダ アワ 評議 会 (Dewan Dakwah Islamiyah 
Indonesia) を 設立 し た "。 ダ アワ 評議 会 は 、 設 立 当 
初 か ら 、 将 来 の 指導 者 と な る で あろ う 大 学生 た ち 
に 対す る ダ ア ワ を 最 重 要 の も の の 一 つと 捉え て い 
た ず 。1968 年 に は 、 大 学生 た ち を 指導 する 若い 大 
学 講 師 た ち を 集め 、 そ れ ぞ れ の 大 学 で ダ ア ワ 活 動 を 
行っ て いく た め の ト レー ニン グ が 実施 され た 。 ジャ 
カル タ で 開催 され た 第 1 期 の 同 ト レー ニン グ に は 、 
バン ドッ ゥ ン 地 域 の バン ドゥ ン 工 科大 学 、 パ ジャ ジャ 
ラン 大 学 、 バ ンド ッ ゥ ン 教 育 大 学 か ら 、 約 40 人 の 講 
師 た ち が 招 待 さ れ た 。 こ の 中 に は 、LMD を 始め た 
イマ ドゥ ディ ン や 、 ア ハマ ド ・ サ ダリ 、 ル トゥ フィ 、 
エン ダン ・ シ ャ イフ ディ ン 、 ア フ マ ド ・ ノ ゥ ッ マン な 
ど 、 サ ルマン ・ モ スク 育成 者 財団 の メン バー た ち が 
多く 含ま れ て いた "。 

イス ラー ム 政 党 活 動 を 絶た れ て も な お 、 ダ アワ に 
向かい 、 自 分 達 を 直接 指導 し て くれ た 著名 な イス 





ラー ム 指 導 者 、 ナ ッ シ ー ル ら の 言動 が 、 サ ルマン の 
リー ダー た ち に 少な か ら ず 感銘 を 与え 、 ま た 彼ら を 
勇気 付け た こと は 、 想 像 に 難く な い 。 ダ アワ 評議 会 
や ナッ シー ル ら の 思想 と 、 サ ルマン 運動 の 関係 を 知 
る に は 、 よ り 詳 し い 実 証 的 研究 が 必要 で ある が 、 少 
な く と も 、 イ マ ド ッ ディ ン や サル マン 幹部 た ちの ダ 
アワ へ の 熱意 や 反 体制 の 意識 形成 に は 、 ダ アワ 評議 
会 の トレ ー ニ ング の 影響 を 無視 する こと は で き な 
い 。 ナ ッ シ ー ル ら の 影響 を 受け た イマ ドッ ディ ン た 
ちの 意識 や 熱意 は 、 LMD を 通じ て 、 学 生 た ち に 伝 
わり 、 受 け 入 れ ら れ て いっ た の で ある “『。 

さら に 、 開 始 後 1 年 も を た つと 、LMD に は 、 イ ン 
ド ネ シア 中 の 大 学 か ら 、 参 加 者 が 集まる よう に な っ 
た 。 ジ ャ カル タ の イン ド ネ シア 大 学 、 ス マラ ン の ディ 
ポ ネ ゴロ 大 学 、 ジ ョ グ ジ ャ カ ル タ の ガ ジ ャ マダ 大 学 
な ど 、 各 地 の 主 要 な 国立 大 学 の 学生 た ち が 、 次 々 に 
LMD に 参加 し た “ ず 。 各 大 学 か ら の 参加 者 は 、LMD 
で 得 た 熱意 と ノウ ハウ を 、 そ れ ぞ れ の 地域 に 持ち 帰 
り 、 各 地域 の モス ク や 大 学 キ ャ ン パ ス で サル マン と 
同じ よう な ダ ア ワ 活 動 を 始め る 中 心 的 役割 を 担っ て 
いっ た 

し か し 、1978 年 5 月 、 イ マ ド ゥ デ ィ ン が 、 ス ハル 
ト 大 統領 を 傷 辱 し た と いう 嫌疑 で 逮捕 きれ 、11 ヶ月 
間 に 渡 り 拘留 され た “。 釈 放 後 、 イ マ ド ッ ディ ン は 、 
博士 号 取得 の た め 、 ア メリ カ に 留学 する が 、 こ れ は 
実質 的 に は 、 政 府 の 圧力 に よる “追放 " で あっ た 
帰国 後 も サル マン に 戻る こと は 叶わ ず 、 サ ルマン 運 
動 は 精神 的 支柱 を 失っ た と 言え る 。 


2.3 最盛 期 : 多様 化す る プロ グラ ム と 名 声 の 高まり 

イマ ドゥ ディ ン が 逮捕 きれ る 前 後 の 、1977 年 か 
ら 1978 年 に か け て は 、 反 体制 を 主張 する 学生 運動 
が 激 し さ を 極め 、 政 府 と の 対立 が 激化 し た 時 期 で あ 
る 。 バ ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 の 学生 た ち は 、「1978 年 学 
生 闘争 白書 ] を 作成 し 、 ス ハル ト の 三 期 目 の 大 統領 
再任 に 反対 する 声明 を 発表 する な ど 、 全 国 の 運動 
の 先頭 に 立っ て 、 活 動 を 展開 し た 。 こ れ に 対し て 、 
1978 年 初頭 、 政 府 の 命 を 受け た 軍隊 が 、 バ ンド ッ ゥ 
ン 工科 大 学 を 撃 、3 ヶ月 に 渡り 、 キ ャ ン パ ス を 占 
拠 す る と いう 事態 が 起こ る “。 キ ャ ン パ ス の 南 に 隣 
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接する サル マン ・ モ スク も 、 一 時 期 、 軍 に より 占拠 
され る 事態 と な っ た 。 そ の 後 、 同 年 4 月 か ら 5 月 に 
か け 、 大 学生 活 正 常 化 と 学生 調整 組織 の 規則 (NKK/ 
BKK) が 出さ れ 、 こ れ に よっ て 、 学 生 評 議会 (Dewan 
Mahasiswa) が 解散 させ られ 、 キ ャ ン パ ス 内 の 学生 
の 政治 運動 が 禁止 され た 。 

先 に 挙げ た 先行 研究 の 中 に は 、 こ の 1978 年 を 、 
ダ ア ワ ・ カ ンプ ス の 発展 の 分 岐 点 と 位置 づけ て い 
る も の が ある 。 ブ ライ ネッ セン は 、1978 年 を 境 に 、 
ムスリム 学生 運動 が 、 そ れ 以 前 の リベラ ル な も の か 
ら 、 急 進 的 な も の へ と 変容 を 遂げ た と 評価 し \、 ま 
た 見 市 は 、1978 年 以降 の 政治 運動 が 許さ れ な い 状 
況 下 で 、 宗 教 運動 が 学生 た ち に 代替 的 な 領域 を 提供 
し た と 評 し て いる “『。 こ れ ら の 先行 研究 で は 、1978 
年 に は 、 学 生 イ スラ ー ム 運動 の 中 心 が 、HMI な ど 
の リベラ ル な 運動 か ら 、 サ ルマン な どの ダ ア ワ 運 動 
へ と 移っ て いっ た こと が 示さ れ て いる 。 

一 方 、 サ ルマン 運動 に と っ て も 、1978 年 の キャ 
ン パ ス 封 鎖 と NKK/BKK の 発動 は 、 新 た な 飛躍 を 
も た ら す 踏み 台 で あっ た と 言え そう で ある 。 大 学 が 
閑 鎖 さ れ た 3 ヶ月 の 間 に も 、 多 く の 学 生 た ち が 、 そ 
の 空い た 時 間 を 活用 し 、 閉 鎖 さ れ た モス ク 以 外 の 場 
所 を 見 つけ て 、 様 々 な 形式 の ダ アワ 活動 を 精力 的 に 
実践 し た “『。NKK/BKK の 発動 に よる キャ ン パ ス で 
の 学生 運動 の 禁止 と 共に 、 こ の 期間 の ダ ア ワ 活 動 が 
契機 に な り 、 封 鎖 解除 後 の モ スク に 、 よ り 多 く の 学 
生 た ち が 集 い 、 多 様 な プロ グラ ム の 開発 と 実践 が 進 
め ら れ て いっ た 。 た だ し この 飛躍 は 、1950 年 代 末 
以降 の ダ ア ワ の 継続 と いう 、 長 い 助 走 期間 が あっ た 
か ら こ そる そ 可能 に な っ た 。 こ の 時 期 ま で に 、LMD を 
始め 様々 な プロ グラ ム は すでに 軌道 に の り 、 ま た ダ 
アワ の 担い 手 が す で に 多く 育っ て お り 、 こ れ ら が 新 
た な 飛躍 を 生じ させ る 原動力 と な っ た 。 従っ て 、 サ 
ルマン 運動 に と っ て の 1978 年 は 、 さ ら な る 多様 化 
と 裾野 の 広がり の 始ま り だ っ た と 位置 づけ る こと が 
で き な い だ ろう か 。 

イマ ドゥ ディ ン が 去っ た サル マン で 、 残 され た 活 
動 家 た ち は 、LMD の 代わ り に 、1979 年 、 集 中 イス 
ラー ム 学 習 (SII: Studi Islam Intensif) を 開始 する 。 
LMD が 、 大 学生 を 対象 に ダ ア ワ の リー ダー を 育て 
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る こと を 目指 し た の に 対し 、SII は 、 高 校生 か ら 大 
学生 まで 、 幅 広い 層 の 若者 た ち を 対象 に 、 自 己 の イ 
スラ ー ム 人 性 を 深め る 目的 で 実施 され る トレ ー ニ ング 
で あっ た “。 ま た 、 同 時 期 に は 、 高 校生 や 中 学生 を 
対象 と し た 、 カ リス マ (Karisma: Keluarga Remaja 
Islam Salman) や 、 効 稚 園生 か ら 小 学生 を 対象 と し 
た パス (PAS: Pembinaan Anak-anak Salman) も ス 
ター ト す る 。 共 に 、 大 学生 た ち が リ ー ダ ー に な っ 
て 、 児 童 や 生徒 た ちの イス ラー ム 性 を 高め て いく プ 
ログ ラム で ある 。 そ れ 以 前 の サル マン で は 、LMD 
を 中 心 に 大 学生 に 対す る 育成 が 主 な 活動 で あっ た 
が 、 こ の 時 期 に は 大 学生 か ら 効 稚 園生 まで "幅広 
い 層 を 対象 に ダ ア ワ の 活動 が 行わ れる よう に な っ 
た "。 さ ら に 、 ダ アワ の 手法 の 面 で も 新た な 展開 が 
見 られ た 。 よ り 多 く の 人 々 に 対し 、 効 果 的 な ダ ア ワ 
を 実践 する 手法 と し て 、 ウ スロ (アラ ビア 語 で "家族 " 
を 意味 する ) 、 あ る い は メン トリ ング と 呼ば れる 小 
グル ー プ で の 学習 形態 が 採用 され 、 発 展 し た 。 ウ ス 
ロ 、 あ る い は メン トリ ング は 、5 人 か ら 10 人 程度 
の メン バー と 、1 人 の リー ダー で 構成 され 、 通 常 、 
週 一 回 の ペー ス で 集まり 、 継 続 し て イス ラー ム の 勉 
強 を 進め る も の で ある 。 LMD や SII が 、 教室 を 使っ 
た 講義 形態 を 採っ て いた の と 対照 的 に 、 ウ スロ や メ 
ント リン グ で は 、 参 加 者 が 車 座 に な り 、 親 密 な 雰 囲 
気 の 中 、 デ ィ ス カッ ショ ン 形 式 で 学習 が 進め られ る 。 
当時 、 サ ルマン ・ モ スク や モス ク 前 の 広場 で は 、 常 
時 いく つも の 、 多 様 な グル ー プ の 活動 が 見 られ た と 
1 

サル マン ・ モ スク の 活動 は 多様 化し 、 多 く の 人 々 
を 巻き 込ん で 、1980 年 代 初頭 に は 、 絶 頂 期 を 迎え る 。 
サル マン の 名 は 、 全 国 の イス ラー ム の 志 し ある 若者 
た ち に 知ら れ 、 ま た その 活動 は 、 学 生 ダ アワ 運動 の 
モデ ル と な っ た \。 全 国 の 優秀 な 高校 生 た ちの 中 に 
は 、 サ ルマン で 活動 し た いと いう 理由 で 、 バ ンド ッ ゥ 
ン 工科 大 学 を 選び 入学 し て くる 人 た ち も い た “"。 


2.4 組織 の 硬直 化 と 新た な 展開 

し か し 当時 の サル マン は 、 理 想 を 持っ て 集まっ た 
若者 た ちの 期待 に 、 必 ず し も 応え られ て いた わけ で 
は な い 。 多く の プロ グラ ム と 活動 家 を 抱 を 、 こ れ ま 
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で の よう に 、 自 由 で 新しい 活動 は も は や 生み 出さ れ 
な く な っ て いた 。 プ ログ ラム が 多様 化し て いく に つ 
れ 、 バ ンド ッ ゥ ン 中 の 大 学 や 高校 か ら 活動 家 が 集まる 
よう に な り 、 バ ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 の 学生 は 、 相 対 的 
に 少な く な っ て いっ た "\。 ま た 、 サ ルマン 育成 者 財 
団 の 幹部 た ちの 多く が 、 大 学 教授 や 講師 た ち で あっ 
た 。 財団 の 組織 自体 が 大 きく な り 、 内 部 に 意見 対立 
が 生じ る と 、 学 生活 動 家 に と っ て は 、 活 動 し づら い 
状況 を 招い た 『。 さ ら に 、1970 年 代 に LMD を 率い 
た イマ ドゥ ディ ン の よう に 、 精 神 的 な 支柱 と な る 指 
導 者 が 現れ な か っ た こと も 、 サ ルマン の 求心力 が 低 
下 し た 原因 の 一 つ だ っ た "。 

期待 を 裏切ら れ 、 サ ルマン で の ダ ア ワ の 継続 に 限 
界 を 感じ た バン ドゥ ン 工 科大 学 の 学生 た ち は 、 新 
た な 活動 を 求め て サル マン を 離れ 、 同 大 学 の 学生 
の た め の 組 織 を 創設 し た 。1987 年 に 誕生 し た この 
学生 ダ ア ワ 組 織 は 、 ガ マイ ス (Gamais: Keluarga 
Mahasiswa Islam) と 名 づけ られ た 。 創設 メ ン バ ー 
は 、1983 年 か ら 1986 年 に 同 大 学 に 入学 し た 学生 た 
ち で あり 、 皆 、 も と も と は サル マン の 活動 家 た ち で 
あっ た 。 彼ら は 、 サ ルマン で の 活動 を 通じ て 身 に つ 
けた 手法 や 、 培 っ た ネッ トワ ー ク を 通じ て 、 ガ マイ 
ス の 活動 を 展開 し て いっ た 。 例 えば 、 各 学部 や 学科 
ご と に 一 般 学 生 対象 の イス ラー ム 勉 強 会 を 開催 し た 
り 、 ナ ッ シ ー ル が 代表 を 務め て いた ダ ア ワ 評 議会 の 
人 々 に 接触 し て 、 自 分 た ち 自 身 ひ トレ ー ニ ング を 実 
施し た り し て いる 。 特 に 初期 の 活動 で は 、 サ ルマン 
で 当時 、 あ まり 重視 され な く な っ て いた メン バー 達 
自身 の 育成 に 重点 が 置か れ 、 メ ント リン グ 形 式 で イ 
スラ ー ム を 学び 議論 する こと が 多く 行わ れ た と い 
9 

また 、1970 年 代 後半 か ら 1980 年 代 に か け て は 、 
イス ラー ム 系 の 書籍 が 多く 流通 し 始め た 時 期 で も あ 
る “"。 そ れ 以 前 の サル マン 活動 家 た ち が 、 参 照 で き 
る 書籍 は 、 ほ と ん ど な か っ た と 証言 する の と 対照 的 
に "、 ガ マイ ス の 創設 者 た ち を 含め 、 こ の 時 期 の 学 
生 た ち は 、 イ ンド ネシア 語 で 多く の イス ラー ム 書 籍 
を 読み 、 イ スラ ー ム の 知識 や 思考 の 幅 を 広げ て いる 。 
この 時 期 の 活動 家 た ちか ら は 、 影 響 を 受け た 本 と し 
て 、 ム スリ ム 同 胞 団 の ハサン ・ ア ル テ バ ン ナ や サイ 


イド ・ ク トゥ ブ を は じ め 、 ユ ー ス フ ・ カ ラダ ー ウ ィ 、 
パキスタン の マウ ドゥ ディ 、 イ ラン の シャ リー ア 
ティ な どの 各 著 作 が 、 次 々 に 挙がる 。 当 時 の 学生 た 
ち に は 、 単 な る 思想 書 よ り も 、 時 代 に 適合 し 、 社 会 
変革 に も つなが る よう な 本 、 あ る い は 人 びと に 吉 意 
を 与え る よう な イス ラー ム 運 動 家 の 本 が 好ま れ た 。 

1980 年 代 前 半 は 、 ス ハル ト が 自ら の 体制 を 強固 
な も の に する た め 、 イ スラ ー ム の 台頭 を 制度 的 に 押 
さえ 込ん で いっ た 時 期 で ある 。1983 年 、 パ ンチ ャ 
シラ を 唯一 の 国家 イデ オロ ギー と する こと を 成り 込 
ん だ 国策 大 綱 が 、 国 民 評議 会 で 採択 され 、 そ の 後 、 
施行 され た 「 大 衆 団体 法 | に よっ て 、 全 て の 社会 ・ 
政治 団体 に 対し 、 パ ンチ ャ シラ を 唯一 の 原則 と し 
て 受け 入れ る こと が 義務 付け られ た "。 こ れ に よっ 
て 、 イ スラ ー ム 系 の 政党 や 社会 団体 で あっ て も 、 イ 
スラ ー ム で は な く 、 イ ンド ネシア 建国 五 原則 の パン 
チャ シラ を 唯一 の つ イデオロギー と し て 掲げ け な け れ ば 
な ら な く な っ た 。 ま た 、 こ うし た 政府 の 締め 付け に 
対す る イス ラー ム 急 進 派 勢力 の 反発 が 、1984 年 か 
ら 1985 年 に か け 、 タ ンジ ュ ン ・ プ リオ ク 事 件 、 ジ ャ 
カル タ の セン トラ ル ・ ア シア プ 銀行 爆破 事件 、 ボ ロブ 
ドゥ ー ル 爆破 事件 、 な ど で 顕 在 化す る と 、 政 府 は こ 
れ を 武力 で 鎮圧 し て いっ た “\。 社 会 に お ける 政府 と 
イス ラー ム の 対立 が 顕著 に な る 中 、 バ ンド ゥ ン で は 、 
学生 た な ち が サ ルマン を 離れ 、 別 の 活動 の 場 を 創設 す 
る と いう 新しい 展開 が 生じ て いた の で ある 。 

その 後 ガ マイ ス に は 、1980 年 代 未 頃 か ら 、 中 東 
の イス ラー クノ 改 革 組 織 、 ム スリ ム 同 胞 団 の 影響 を 思 
想 的 、 手 法 的 に 強く 受け た と され る タル ビ ヤ の 潮流 
が 入り 込み 、 次 第 に その 勢力 が 広がっ て いく 。 ま 
た ガマ イス は 、1990 年 代 初 頭 に は 、 学 生活 動 団体 
(UKM: Unit Kegiatan Mahasiswa) の 一 つと し て 、 
バン ドッ ゥ ン 工 科大 学 公認 の イス ラー ム 組 織 と な る 『。 
現在 で は 、 タ ルビ ヤ の 勢力 が 支配 的 で あり 、 同 大 学 
の 多く の 学生 を 巻き 込ん で 、 ダ アワ ・ カ ンプ ス 組 織 
と し て 、 活 発 に 活動 を 展開 し て いる 。 

一 方 、 サ ルマン ・ モ スク で は 、 現 在 に 至る まで 、 
モス ク 育 成 者 財団 が その 運営 を 担い 、LMD の 流れ 
を 引き 継ぐ 大 学生 の ダ ア ワ 育 成 プ ログ ラム を は じ 
め 、 カ リス マ や パス の 活動 も 、 継 続 し て 行わ れ て い 
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る 。 し か し 複数 の 活動 家 た ちの イン タビ ュー に 見 ら 
れる よう に 、 現 在 の 活動 に は 、 以 前 の よう な 替 い は 
な いと 言わ ざる を 得 な い 。 サ ルマン は 、1970 年 代 
か ら 80 年 代 に か け て 、 全 国 の 学生 た ち を 集め 、 活 
発 な ダ ア ワ 活 動 が 展開 し た 。 そ し て その 結果 と し て 、 
全国 各地 の 大 学 で 、 大 学 モ スク を 拠点 と する ダ ア ワ 
活動 が 発展 し て いっ た の で ある 。 そ の 意味 で 、 サ ル 
マン 運動 は 時 代 の 要請 に 応え 、 そ し て 時 代 の 変遷 と 


共に 、 そ の 役割 を 終え を た と いえ る の か も し れ な い 。 
3 まとめ 


ここ まで 、 イ ンタ ビュ ー 調 査 に 基づい て 、 サ ル マ 
ン ・ モ スク に お ける ダ ア ワ 運 動 の 歴史 を 辿り 、 モ ス 
ク 建 設 の 開始 か ら 、 ガ マイ ス が 誕生 する 時 期 ま で の 
経緯 と 、 各 時 代 に 運動 に 関わ っ た 人 々 の 意識 を 検証 
し て きた 。 こ れ に よっ て 明らか に な っ た サル マン 運 
動 の 特徴 を 、 次 の 5 点 に まとめ て みた い 。 

第 一 に 、 こ れ は 、1950 年 代 に 、 学 生 た な ち が モ ス 
ク 建 設 の た め の 行 動 を 起こ し て 以降 、 継 続 し て きた 
運動 で ある 。 1960 年 代 半ば 、 体 制 移行 の 混乱 期 に も 、 
1970 年 代 初頭 、 リ り ベ ラル ・ イ スラ ー ム が 台頭 し た 
と 言わ れる 時 期 に も 、 ま た 、1978 年 、 キ ャ ン パ ス 
と モス ク が 閉鎖 され た 時 期 に も 、 ダ アワ 活動 は 途 切 
れる こと な く 続 いて きた 。 先行 研究 で は 、 し ば し ば 、 
運動 の 曲 芽 や 拡大 が 、 体 制 の イス ラー ム に 対す る 次 
勢 や 政策 に 関連 付け られ て 論じ られ て きた 。 確 か に 、 
強圧 的 を な スハ ルト 体制 と いう 外部 要因 は 、 サ ルマン 
運動 の 変容 に 大 き な 影 響 を 与え を て いる 。 し か し 同時 
に 、 サ ルマン 運動 が 政府 や 体制 に 対す る 反動 に よっ 
て 生じ た り 、 そ の こと だ け を 理由 に 発展 し て きた わ 
け で は な いこ と を 見 逃し て は な ら な い 。 礼拝 の 場 が 
ほし いと か 、 イ スラ ー ム の こと を 良く 知り 実践 し た 
いと か 、 周 り の 人 た ちと イス ラー ム の 価値 を 共有 し 
て 、 よ り 良 い 社 会 を 築い て いき た いと いう よう な 、 
一 人 一 人 の 学生 の ムスリム と し て の 意識 が 、 運 動 を 
支え を て きた の で ある 。 ダ アワ の 内 容 と し て 良く 引か 
れる クル アー ン の 章 句 に 、 次 の も の が ある 。《 あ な 
た が た は 一 団 と な り 、 人 びと を 善い こと に 招き 、 公 
正 な こと を 命じ 、 族 悪 な こと を 禁じ る よう に し な さ 
い 。 こ と これら は 成功 する 者 た ち で ある 》 (イム ラー ン 
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家 章 104 節 ) 。 サ ルマン の ダ ア ワ 運 動 の 発展 は 、 各 
時 代 の 学生 た ち が 、 こ の 章 句 を 信じ 、 具 現 化 し て いっ 
た 結果 だ と も 見 る こと が で きる 。 

第 二 に 、 学 生 た ち が 目 指し た も の は 、 個 人 の イス 
ラー ム へ の 覚醒 を 伴う 、 長 期 的 展望 に た っ た 社会 改 
革 だ っ た 。HMI や マシ ュ ミ 党 に 代表 され る それ 以 
前 の イス ラー ム 組 織 が 、 世 俗 的 な 政治 活動 に 力点 を 
置い て きた の と は 対照 的 で ある 。 ま た それ は 、 純 数 
な 精神 的 宗教 と し て の イス ラー ム の 追求 だ け で も 、 
目 の 前 に ある 体制 へ の 批判 だ け で も な い 。 サ ルマン 
運動 は 、 イ スラ ー ム の ダ ア ワ を 通じ て 、 よ り 良 い 社 
会 を 築い て いき た いと いう 一 人 一 人 の 学生 の 明確 な 
意識 に よっ て 支え られ 、 継 続 し て きた の で ある 。 

第 三 に 、 サ ルマン ・ モ スク に お ける ダ ア ワ 活 動 の 
基礎 を 築い た の は 、 ウ ラマ ー の 子弟 を 中 心 と する 若 
い リ ー ダ ー た ち で あり 、 ま た 、 役 ら と マシ ュ ミ 党 を 
継承 する ダ ア ワ 評 議会 は 、 関 わり を 持っ て いた 。 バ 
ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 と いう 世俗 の 国立 大 学 で 起こ り 、 
も と も と イス ラー ム 的 で は な か っ た 多く の 学生 が 参 
加 し 、 発 展 し た 運動 で ある と は 言え 、 少 な く と も そ 
の 初期 に は 、 サ ント リ と 呼べ る 、 敬 諾 な ムスリム 知 
識 人 た ち が 大 き な を 役割 を 担い 、 そ こ に は 、 ナ ッ シ ー 
ル ら 影響 力 の ある イス ラー ム 指 導 者 た ちか ら の 実質 
的 か つ 精 神 的 な 後押し も あっ た の で ある 。 

第 四 に 、 ム スリ ム 同 胞 団 を は じ め 、 海 外 の 思想 の 
影響 が あっ た か どう か に 関し て は 、 学 生 た ち が 参 照 
で きる 限ら れ た 書籍 の 中 に 、 こ れ ら の 思想 家 の 著 作 
が 含ま れ て いた こと は 確か で ある 。 ま た 、 サ ルマン 
運動 が 最盛 期 を 迎え た 1970 年 代 か ら 80 年 代 初頭 に 
は 、 多 く の 学 生 が これ ら の 本 に 触れ 、 現 代 の イス 
ラー ム 運 動 の 成功 モデ ル と し て 、 強 い 感銘 を 受け て 
いた こと も 明らか に な っ た 。 し か し 、 サ ルマン の 運 
動 が 、 例 えば ムスリム 同胞 団 の 運動 を モデ ル に し た 
も の だ 、 と 言い 切る こと は で き な い 。 む し ろ 、 様 々 
な 外来 の 思想 を 受け 入れ な が ら も 、 学 生 同 士 の 議論 
や 活動 へ の 参加 を 通じ て 、 そ の 時 々 で 自分 た ち に 合 
う 手法 と 思想 を 作り 出し 、 運 動 を 展開 し て いっ た よ 
うに 見 える 。 

第 五 に 、 学 生 た ち が 重 視 し た の は 、 ダ アワ の 実践 
で あり 、 サ ルマン と いう 場 そ れ 自 体 は 、 普 遍 的 な も 
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の で は な か っ た 。1950 年 代 か ら 60 年 代 に か け 、 自 
ら の イス ラー ム の 実践 と 、 ダ アワ を 行う 場 を 求め て 、 
モス ク 建 設 の 動き が 起こ り 、70 年 代 か ら 80 年 代 初 
頭 に か け て 、 サ ルマン 運動 は 、 全 国 の 学生 を 巻き 込 
む 大 き な 潮 流 と な っ た 。 し か し 、 そ の 後 、 サ ルマン 
で は 、 自 分 達 の 望む 活動 が 行え を な いと 悟っ た 1980 
年 代 、 学 生 た な ち は 、 自 ら の ダ ア ワ の 継続 の た め 、 ガ 
マイ ス と いう 新た な 組織 を 創設 し た 。 彼 ら に と っ て 、 
いつ の 時 代 に も 最 重 要 な 関心 事 で あっ た の は 、 イ ス 
ラー ム の ダ ア ワ を 行う こと で あり 、 一 方 、 そ れ を ど 
こ で いか に 実践 する か は 、 時 代 と 状況 に 合わ せ 、 そ 
の 都度 変化 を 遂げ て きた の で ある 。 

1980 年 代 後半 、 新 た な ダ ア ワ の 実践 の 場 と し て 
作ら れ た ガマ イス で は 、 現 在 、 多 く の 学生 た ち を 集 
め 、 活 発 に 活動 が 行わ れ て いる 。 一 方 で サル マン に 、 
以前 の よう な 勢い は な く 、 そ の 歴史 的 役割 を 終え た 
か の よう に も 見 える 。 サ ルマン と いう 容れ 物 自 体 は 、 
時 代 の 変遷 と 共に 、 栄 枯 盛 衰 を 遂げ た 。 し か し 、70 
年 代 に LMD に 参加 し た 全国 の 大 学 の 学生 た ち は 、 
その 後 、 自 分 た ちの 大 学 で 、 ダ アワ 運動 を 展開 させ 
て いっ た 。 イ ンド ネシア 大 学 や ガ ジ ャ マダ 大 学 な ど 、 
現在 、 主 要 な ダ ア ワ ・ カ ンプ ス 運 動 の 拠点 と され る 
国立 大 学 の 学生 た な ち も 、70 年 代 半 ば か ら 後 半 に か 
け 、 サ ルマン ・ モ スク の LMD に 参加 し て いる 。 また 、 
80 年 代 の サル マン 運動 の 活動 家 た ち は 、 よ り 良 い 
活動 の 場 を 求め て ガマ イス を 設立 し た 。 ダ アワ ・ カ 
ンプ ス が 現在 の よう に 大 き な 力 を 持ち 、 バ ンド ッ ゥ ン 
工科 大 学 を 始め 、 全 国 で 展開 し て いる の は 、 サ ル マ 
ン 運 動 に よっ て 蜂 か れ た 種 が 、 着 実に 育ち 、 実 を 結 
ん だ 結果 だ と も 言え る の で ある 。 そ の 意味 で 、 サ ル 
マン は 、 イ ンド ネシア の 学生 ダ ア ワ 運 動 の 原点 だ と 、 
言っ て よい 。 タ ルビ ヤ と いう 新た な 潮流 が 入り 込む 
ガマ イス の その 後 の 発展 、 あ る い は サル マン 運動 の 
影響 を 受け て 、 全 国 的 規模 で 展開 され る よう に な っ 
た ダ ア ワ ・ カ ンプ ス の 広がり な ど 、 本 稿 で 論じ きれ 
な か っ た 諸 テ ー マ に つい て は 、 稿 を 改め て 論じ て い 
きた い 。 

[本 稿 は 、 平 成 19・20 年 度 日 本 学術 振興 会 科学 研究 
費 補 助 金 (特別 研究 上 奨励 費 ) に よる 研究 成果 の 一 
部 で ある 。] 
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ダ ア ワ ・ カ ンプ ス と は 、「 大 学 キ ャ ン パ ス に お ける ダ ア ワ ]| を 
指す 。 ダ アワ と は 、 ア ラビ ア 語 で 6 $ と さ 。「 イ スラ ー ム へ の 
呼び か け ] で あり 、「 人 びと を アッ ラー の 道 に 招く こと | と 理 
解 さ れ て いる (Tim SPMN [2007] p. 18)。 イ ンド ネシア 語 の 
dakwah か ら 「 ダ ッ ワ ]」 と 表記 され る ケー ス も ある が 、 本 稿 で は 、 
イン ド ネ シア 語 あ る い は アラ ビア 語 の 音 に 習い 「 ダ アワ | と 
表記 する こと と する 。 

本 稿 で は 、 サ ルマン ・ モ スク に お ける イス ラー ム 運 動 、 ダ ア 
ワ 諸 活動 の 総称 を 、「 サ ルマン 運動 ] と 呼ぶ ぶ また 、「 サ ルマン ・ 
モス ク 」| が 、 物 理 的 な 建物 を 指す の に 対し 、「 サ ルマン | は 、 
モス ク に 集う 人 々 、 あ る い は イス ラー ム の ダ ア ワ 活 動 を 行う 
人 々 の 集合 体 、 ま た は 運動 体 を 指す 。 

Liddle [1996] pp.279-281 

Hefner [2000] pp.119-123 

Bruinessen [2002] Web 版 24 段落 、27 段落 。 こ こ で ブラ イネ ッ 
セン が 言う 「 グ ルー プ デ ィ ス カッ ショ ン (group discussion) 」 
は 、 ハ ラ カ や ウス ロ と いっ た 小 グ ルー プ で の 学習 形態 、 ま た 
"メン タル トレ ー ニ ング " ("mental traming )] は 、 イ マ ド ゥ 
ディ ン が 始め た ダ ア ワ の リー ダー 養成 の トレ ー ニ ング を 指す 
も の と 思わ れる 。( 前 者 は 2 章 3 節 、 後 者 は 2 章 2 節 を 参照 。) 
本 箇所 は 、 見 市 氏 の 著作 か ら の 引用 の た め 、 原 文 表 記 を 採用 。 
本 稿 中 で は 、「 ダ アワ ・ カ ンプ ス 」| と 表記 し て いる 。 

見 市 [2004] pp. 67-70 

Damanik [2002] 

Furkon [2004] 

Damanik [2002] pp.82-84 

各 時 代 の 活動 家 た ち が し ば し ば 参照 する クル アー ン の 章 句 に 
《 本 当 に アッ ラー は 、 人 が 自ら 変え な い 限 り 、 決 し て 人 びと の 
運命 を 変え られ な い 。) (雷電 章 11 節 ) が ある 。 社 会 の 変革 を 
も た ら す た め に は 、 ま ず 自 分 自身 が 変わ ら ね ば な ら な い 、 と 
信じ て いる 人 た ち に 対し 、 そ の 一 人 一 人 の 生 の 声 を 聞き 、 分 
析 す る こと は 、 集 合体 と し て の 運動 に つい て の 理解 に と っ て 
有用 だ と 考え る 。 ま た 、 歴 史学 お ける オー ラル ・ ヒ スト リー 
の 有用 性 に つい て は 、 ポ ー ル ・ ト ンプ ソン 「 写 憶 か ら 歴 史 へ 』 
第 1 章 を 参照 。 

の か e 刀 o77 477777 775777777 76 太 7o7og7 gg の 7g 万 7s7 7992, p. 21 
西野 [2003] p.297 

プリ ヤ イ 、 サ ント リ 、 そ し て アバ ン ガ ン は 、 ギ アツ が 明らか 
に し た ジャ ワ 社 会 の 3 つの 社会 文化 的 分 類 。、 プ リヤ イ は 、 ヒ 
ンド ッ ゥ ー・ 仏 教 的 で 貴族 や 官僚 層 に 多く 、 サ ント リ は 、 イ スラ ー 
ム 的 で 、 都 市 部 商人 に 多い 。 ま た アバ ン ガ ン は 、 ア ニ ミ ズ ム 
的 で あり 伝統 的 農民 に 広く 見 られ る 。(Geertz [1960])。 
Hefner [2000] p.123 

1954 年 、( 当 時 は 、 バ ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 に な る 以前 で あり 、 公 
式 に は イン ド ネ シア 大 学 工学 部 ) 社会 工学 科 に 入学 し 、 そ の 
後 、 後 述 の モス ク 育 成 者 委員 会 の 最初 期 の メン バー に な る ル 
トゥ フィ (AM.Luthf) に よれ ば 、[「( 私 が 学部 時 代 を 過ごし た ) 
1954 年 か ら 1959 年 、 大 学 で は 、 依 然 と し て オラ ンダ 人 の 教 
授 た ち が 教 えて いた 。 カ リキ ュ ラ ム や 時 間 割 な ども 、 オ ラン 
ダ 人 の 教授 た ち が 決 め て いた 。 我々 は 、1950 年 に は すでに 独 
立 し て いた の に 、 大 学 の 改革 は 、 ま だ 十分 に 行わ れ て いな か っ 
た 。 私 に と っ て は 、 毎週 金曜 の 金曜 礼拝 が 問題 だ っ た 。 時 間 
割 は 、 金 曜 も $、 他 の 曜日 と 同じ も の だ っ た 。 私 は 、11 時 半 に 
授業 が 終わ る と 、 急 いで モス ク に 向かっ た 。] (ルト ゥ フィ へ 
の イン タビ ュー、2008 年 7 月 24 日 ) 

当時 の 金曜 礼拝 の 状況 に つい て 、1961 年 に 同 大 学 物理 学科 に 
入学 し た アル マ ヘ ディ (Armahedi) に よれ ば 、「 私 が 入学 し 
た 当時 、 金 曜 礼拝 は 、 西 大 講堂 (Aula Barat) を 使っ て 行っ て 
いた 。 西 大 講堂 は 、 そ も そ も 、 卒 業 式 な どの 行事 や 、 外 部 講 
師 の 講演 、 履 修 者 の 多い 人 気 の 授業 を 行う 場所 に 使わ れ て い 
た 。 この 一 角 に 、 間 仕切 り を 立て て 、3 X 5 m ほど の 場所 を 作っ 
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た 。 ス ペー ス は 、 ま だ と て も 小さ か っ た 。10 人 か 12 人 くら い が 、 
や っ と 同時 に 礼 捧 で きる くら い の 大 き さ 。 ウ ドッ ゥ (礼拝 を す 
る た め の 清 め ) を する 場所 も 近く に は な く 、 キ ャ ン パ ス を 出 て 、 
大 学 講師 寮 ま で 行か な けれ ば な ら な か っ た 。| (アル マ ヘ へ ディ 
へ の イン タビ ュー、2008 年 3 月 10 日 ) 

Asshidiqie [2002] p. 19。1958 年 当時 、 現 バン ドッ ゥ ン 工 科大 学 
は 、 イ ンド ネシア 大 学 の 工学 部 で あっ た が 、 委 員 会 の 名 称 は 、 
原文 の まま 「 バ ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 モ スク 育成 者 委員 会 (Panita 
Pembina Masjid ITB) | を 使用 し た 。 

Salman Review 2006 (サル マン の 活動 紹介 の 小冊子 ) p.3。 
現在 の 名 称 は 、 サ ルマン ・ モ スク 育成 者 財団 (Yayasan 
Pembina Masjid Salman ITB) 。 大 学 モス ク の 運営 は 、 大 学 組 
織 の 内 部 で 行わ れ て いる の が 一 般 的 で ある 。 モ スク 運営 を 財 
団 が 担っ て いる の は 、 サ ルマン の 特徴 の 一 つと いえ る 。 
例え ば 、 ス レイ マン の 父 は 、 イ スラ ー ム 政党 マシ ュ ミ 党 の メ 
ン バ ー で あり 、 ジ ャ カル タ の アズ ハル ・ モ スク の 創設 者 の 一 
人 。 ア ハマ ド ・ サ ダリ と アハ マ ド ・ ヌ ッ ゥ マン 兄弟 の 父 は 、 西 
ジャ ワ の ガル ッ ト 出 身 。 東 ジャ ワ の ク ド ゥ ス か ら 移 っ て きた 
家族 で あり 、 ジ ャ ワ に 最初 の イス ラー ム を 伝え た と いわ れる 
ワリ ・ ソ ン ゴ の 一 人 、 ス ナン ・ ク ドゥ ス の 子孫 だ と 言わ れる 。 
ムハンマド ・ ハ ムロ ン は 、 東 ジャ ワ の プサン トレ ン ・ テ ル マ 
ス (Pesantren Termas) 出身 で 、 ム ハマ ディ ヤ の 創始 者 アハ 
マ ド ・ ダ ハラ ン の 人 了 係 に あたる 。( ナ シー ル ・ ブ ディ マン へ の イ 
ンタ ビュ ー、2007 年 12 月 14 日 ) 。 

「 指 導 さ れ た 民主 主義 ] に つい て は 、 白 石 [1997] pp. 83-90、 レ ッ 
グ [1984] pp.249-255 を 参照 。 

白石 [1997] pp. 94-95 

白石 [1997] p.13 

Asshiddiqie [2002] p.20、Salman Review 2006 p. 4 

西野 [2003]p. 304。 バ ンド ゥ ン 工 科大 学 で は 、 こ れ に 先立っ て 、 
1962 年 か ら 宗 教 が 授業 科目 と し て 教え られ て いた 。(Salman 
Review 2006 p. 3) 

1962 年 同 大 学 化学 工学 科 に 入学 し た プル ウォ ト は 、 サ ルマン 
の 学生 メン バー と し て ダ ア ワ の 諸 活動 を 実施 し て いく 。「 当 
時 、 モ スク の 建物 は 建設 中 。 で も 、 モ スク に は 、 建 物 と 同時 
に 、 活動 が な けれ ば な ら な い 。 そ こ で 、 私 は 、 サ ルマン の ジャ 
マ ア (Jamaah) を 作る こと を 命じ られ た 。 つ まり 物理 的 な 建 
物 に 集う 人 々 を 育て る こと 。 モ スク の 建設 を 担当 する 財団 の 
活動 か ら は 独立 し て 、 我 々 学生 た な ち が メ ン バ ー に な り 、 教 育 
や メン バー 養成 、 礼 拝 な どの 活動 が 行わ れ た 。 我 々 は 、 サ ル 
マン の ジャ マ ア を 育て 構築 する こと を 目指 し た 。] (プル ウォ 
ト へ の イン タビ ュー、2008 年 7 月 22 日 ) 

1968 年 に 同 大 学 物理 学科 に 入学 し た スパ ル ノ も また 、 学 生 時 
代 に サル マン の 活動 に 参加 し た 。 モ スク 建設 の 資金 集め に つ 
いて 、 こ う 話 し た 。「 サ ルマン は 、 政 府 や 大 学 が 建て た も の で 
は な い 。 政 府 や 大 学 か ら も ら っ た 資金 的 サポ ー ト は 、 と て も 
少な い 額 だ っ た 。 だ か ら 、 建設 に は 、 非常 に 長い 時 間 が か か っ 
た 。 モ スク 建設 の た め の 資 金 せ 、 ま ず は 、 金 曜 礼拝 で 集まる 
寄付 。 そ れ か ら 、 ザ カー ト (自分 の 1 年 間 に 自由 に な る 金額 
の うち の 2.5% を 、 イ スラ ー ム 共同 体 の た め に 拠出 する も の )。 
また 、 任 意 で は ある が 、 自 発 的 に 資金 援助 し て くれ る 人 か ら 
の 拠出 、 サ ウジ アラ ビア 政府 や 、 富 裕 層 か ら の 援助 も あっ た 。 
また 、 我 々 は 、 資 金 集 め の た め に 、 ク ー ポ ン を 作っ て 、 そ れ 
を サル マン の 建設 費用 の た め に 販売 し た 。 こ れ ら を 、 少 し ず 
つ 集 め て 、 建 設 費 用 に 充て た 。 だ か ら 、( モ スク 建設 委員 会 が 
で き て か ら 、 金 曜 礼拝 で 使わ れる まで ) 14 年 の 歳 月 が か か っ 
た 。| (スパ ル ノ へ の イン タビ ュー、 2008 年 7 月 21 日 )。 ま た 、 
モス ク 建 設 最終 段階 の 1970 年 代 初頭 、 後 述 の ダ ア ワ 評 議会 
の 代表 を 務め て いた ナッ シー ル (ML. Natsir) か ら 、6000 万 ル 
ピア の 援助 が あり 、 こ れ に よっ て 建設 を 終え を る こと が で きた 
と いう 。 (先述 ル トゥ フィ へ の イン タビ ュー、Tempo (20 Juli 
2008) p. 111) 

4 つの イス ラー ム 政 常 と は 、 ナ フ ダ トゥ ー ル ・ ウ ラマ ー 営 、 
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イン ド ネ シア ・ ム スリ ム 党 、 イ スラ ー ム 同盟 党 、 イ スラ ー ム 
教育 統一 党 。 一 方 、5 つの 世俗 的 語 政 党 も る 、 イ ンド ネシア 民 
主 党 に 統合 され た 。 
イス ラー ム 学 生 同 盟 (HMI) は 、 独 立 闘争 を 進め る た め 、 知 
識 層 の ムスリム 青年 を 集め る 目的 で 、1947 年 に 創設 され た 。 
(Tanja [1991] p. 52) 著名 な 政治 家 や 知識 人 を 輩出 し 、 影 響 
力 の ある 組織 だ が 、 イ スラ ー ム の 真理 の 追求 より は 、 政 治 を 
含め た 社会 的 活動 が 目立ち 、 サ ルマン ほか ダ ア ワ ・ カ ンプ ス 
の 活動 家 た ちか ら は 、" 世 俗 的 "と 見 られ て いる 。 
中 村 [1994] p.282 
Liddle [1996] pp.276-277 
イマ ドゥ ディ ン は 、1931 年 北 ス マト ラ の ラン カ 生 まれ 。 父 は 、 
地元 の マシ ュ ミ 党 幹部 で あり 、 エ ジ プ ト の アズ ハル 大 学 に 留 
学 し た 経験 を 持つ ウラ マー で ある 。 
1970 年 代 、 イ マ ド ッ ゥ ディ ン の 有 腕 と し て LMD の 講師 を 務め 、 
現在 は 、 サ ルマン ・ モ スク 育成 者 財団 の 幹部 で あり 、 イ ンド 
ネシア ・ ウ ラマ ー 評 議会 (MUI) バン ドッ ゥ ン 支 部 代表 の ミ フ 
タ ・ フ ァ リ ドッ ゥ ル (Miftah Faridl) は 、LMD に つい て 、 こ う 
話し た 。 [共産 主義 が 政府 に よっ て 倒さ れ た 後 、 多 く の 指導 者 
が 、 イ スラ ー ム を 口実 に し て 活動 を 行う よう に な っ た けれ ど 、 
実際 に 、 イ スラ ー ム の 教え を 理解 する 人 は と て も 少な か っ た 。 
当時 あっ た トレ ー ニ ング は 、HMI (イス ラー ム 学 生 同 盟 ) の 
も の な ど 、 社 会 活動 害 り の も の ば か り だ っ た か ら 、 学 生 た ち 
は 、 イ スラ ー ム 学習 に 錠 え て いた 。LMD で は 、 タ ウ ヒ ー ド な 
ど イ スラ ー ム の 教え の 基礎 が 教え られ 、 学 生 た ち を 惹き 付け 
た 。Bang Imad (イマ ドゥ ディ ン の 呼称 ) が 、 信仰 や 神学 ( ア 
キー ダ ) を 教え 、 私 は 、 ク ルアー ン や ハデ ィ ー ス 、 イ ジュ ティ 
ハー ド 、 ま た イス ラー ム 法 学 の 基礎 な ど を 教え た 。| ( ミ フ タ ・ 
ファ リド ゥ ル へ の イン タビ ュー、2008 年 7 月 21 日 )。 
イマ ドゥ ディ ン の 思想 に つい て は 、 サ ルマン ・ モ スク で の 説 
教 を まとめ た 【『Kuliah Tawhid (タウ ヒー ド の 講義 )』」 が ある 。 
1974 年 に 同 大 学 物理 工学 科 に 入学 し 、 第 3 期 の LMD に 参 
加 、 サ ルマン ・ モ スク 育成 者 財団 の 前 代表 で ある へ ヘル マ ワ ン 
(Hermawan) は 、LMD の 印象 を こう 話し た 。「LMD は 、 と 
て も る 興味 深い トレ ー ニ ング だ っ た 。 私 に と っ て は 、 イ スラ ー 
ム の 教え を 知る 、 最 初 の 扉 。 そ れ 以前 に 学ん だ イス ラー ム と は 、 
内 容 や 手法 が 大 きく 違っ て いた 。 学 生 た ち が 、 知 識 人 と し て 、 
ある い は 若者 と し て イス ラー ム を 学ぶ や り 方 と し て は 、 と て 
も 優れ て いた 。 タ ハッ ジュ ド の 礼拝 (深夜 に 行う 任意 の 礼拝 ) 
を 、Bang Imad や 仲間 た ち を 共に 行い 、 精 神 的 な 経験 も 共有 
し た 。 今 に 至る まで 、 忘 れる こと の で き な い 経験 。 私 自身 は 、 
効い 頃 か ら 、 伝 統 的 な イス ラー ム を 教え られ 、 実 践 させ られ 
て きた 。Bang Imad に よっ て 、 初 め て 、 私 は 、 イ スラ ー ム が 
現代 的 な 教え を な の だ 、 と いう こと を 理解 で きた 。LMD に 参加 
し て 以降 、 私 は 、 サ ルマン の 様々 な 活動 に 参加 する よう に な っ 
た 。] (ヘル マ ワ ン へ の イン タビ ュー、2008 年 7 月 26 日 ) 
また 、1975 年 に 同 大 学 に 入学 し 、 第 40 期 の LMD に 参加 、 
現在 は 、 同 財団 の 専任 職員 を 務め る サム ス ・ バ サル ディ ン 
(Samsoe Basarudin) に よれ ば 、「 私 は 、 そ れ 以 前 に は 、 ム ス 
リム を 名 乗っ て いた けれ ど 、 イ スラ ー ム の こと は 何一つ 理解 
し て いな か っ た 。 東 ジャ ワ の 出身 で 、 う ちの 家系 は 、 ジ ャ ワ 
の ク バ ティ ナン (ジャ ワ の 神秘 主義 ) を 信仰 し て いた 。LMD 
に 参加 し て 、 私 の 思考 は 180 度 転換 し た 。 教 化 さ れ 、 イ ンス 
ピ レ ー シ ョ ン と モチ ベー ショ ン を 得 て 、“ 敬 庶 な ” ムスリム に 
な っ た 。Bang Imad は 、 頭 脳 明 過 で 、 誠 実 で 、 論 理 的 だ っ た 。 
その 明瞭 さと 勇気 ある 発言 に 、 私 を 含む LMD の 参加 者 た ち 
は 魅了 され た 。]( サ ム ス へ の イン タビ ュー、2007 年 12 月 15 日 ) 
Asshiddiqie [2002] pp.17-18 
イン ド ネ シア ・ イ スラ ー ム ・ ダ アワ 評議 会 規約 第 4 条 (Pasar 
4, Anggaran Dasar Dewan Dakwah Islamiyah Indonesia) 。 
ナッ シー ル は 、 ダ アウ ワ 協 会 の 設立 に 際 し 、「 これ まで は 政治 を 
通じ て ダ ア ワ を 行っ て きた が 、 こ れ か ら は 、 ダ アワ を 通じ て 
政治 を 実現 し て いく 」 と 語っ た 。(Hakiem [1997] p. 8) 
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Hakiem [1997] p. 31 

Luthf [2002]pp. 160-161。 ま た 、 先 述 の ルト ゥ フィ 、 ミ フタ ・ フ ァ 
リド ゥ ル の 各 イ ンタ ビュ ー、 さ ら に 、 同 トレ ー ニ ング に 参加 
し た ユー ス フ ・ ア ミル ・ フ ェ イ サル (Jusuf Amir Feisal) へ の 
イン タビ ュー (2008 年 7 月 16 日 実施 ) に よる 。 

「 当 時 、 学 生 た ち は 、 政府 の や り 方 に 対し て アレ ルギー を 持っ 
て いた 。 Bang Imad と LMD に よっ て 、 そ の 気持 ち に 、 イ スラ ー 
ム と いう 方 向 性 と 熱意 が 与え られ た 。| (ナシ ー ル ・ ブ ディ マ 
ン へ の イン タビ ュー、2007 年 12 月 15 日 。 彼 は 、1974 年 第 3 
期 LMD に 参加 し た 。) 

LMD は 、 政府 や 大 学 か ら の 圧力 に より 、 そ の 後 、 何 度 も 名 称 
を 変え な が ら 、 現 在 (2007 年 9 月 ) まで に 、 約 170 期 を 実施 
し 、 全 国 の 約 7000 人 の 学生 が 参加 し た 。( サ ム ス へ の イン タ 
ビュ ー、2007 年 9 月 13 日 ) 

ジャ カル タ の イン ド ネ シア 大 学 の 学生 だ っ た ファ イサ ル ・ モ 
ティ ク (Faisal Motik) は 、1970 年 代 半 ば 、 サ ルマン の LMD 
に 参加 し た 。「 イ ンド ネシア 大 学 か ら も 含め 、 多 く の 大 学 か ら 
LMD に 参加 し た の は 、1976 年 か ら 1978 年 に か け て の こと だ っ 
た と 思う 。 定期 的 に 学生 な ち が サ ルマン に 派遣 され 、 ト レー 
ニン グ が 行わ れ て いた 。 我 々 イン ド ネ シア 大 学 の 学生 た ちゃ も 、 
サル マン に 行っ て トレ ー ニ ング を 受け た 。 サ ルマン に 宿泊 し 
て 、 雰 囲 気 を 感じ る だ け で も 、 と て も 貴重 な 経験 だ っ た 。|( フ ァ 
イサ ル ・ モ ティ ク へ の イン タビ ュー、2008 年 7 月 18 日 )。 そ 
の 後 、 彼 は 、 ジ ャ カル タ 中 心 部 メン テン 地区 に ある スン ダ ・ 
クラ パ ・ モ スク で 青年 組織 を 立ち 上 げ 、 サ ルマン の 活動 を 真 
似 て 、 活 動 を 展開 し て いく 。 

Asshiddiqie [2002] pp. 39-40。 イ マ ド ゥ デ ィ ン は 、 ガ ジャ マ 
ダ 大 学 で の 講演 の 際 、「 生 き て いる 間 に 自 分 の 墓 を 作る の は 、 
生前 に ピラ ミッ ド を 建て た エジプト の ファ ラオ 王 と 同じ だ ] 
と 発言 。 当 時 、 ス ハル ト は すでに 自分 の 某 を 作っ て お り 、 こ 
の 発言 が 大 統領 を 傷 辱 し た と 和 谷 め られ た 。( イ スラ ー ム に お け 
る ファ ラオ は 、 非 情 な 専制 用 主 の イメ ー ジ で 捉え られ る 。『 岩 
濾 イ スラ ー ム 辞典 』p.831) 

元 マ シュ ミ 覚 党首 ナッ シー ル の 尽力 に より 、 サ ウジ アラ ビア 
の ファ イサ ル 財 団 と クウ ェ ー ト 宗教 省 か ら の 資金 が 調達 され 、 
イマ ドッ ゥ ディン の アメ リカ 行き が 実現 し た 。 (Assiddiqie[2002] 
pp. 43-44) 

1978 年 の 学生 運動 及び 、 政 府 と の 対立 に 関し て は 、 土 佐 [1989]、 
Culla [1999]、Suryadi [1999] を 参照 。 

Bruinessen [2002] Web 版 24 段落 

見 市 [2004] p.70 

[ 軍 に よる 3 ヶ月 の 占拠 の 時 期 に は 、 モ スク の 一 部 が 破壊 され 
た り 、 物 唱 が 没収 され た り し た 。 授 業 も 含め 、 大 学 の あら ゆ 
る 活動 が 、3 ヶ 月間 、 完 全 に 停止 し た 。 こ の 間 、 学 生 達 は 、 キ ャ 
ン パ ス 内 の 活動 を 禁止 され た が 、 キ ャ ン パ ス の 外 で は 変わ ら 
ず 、 自 分 達 の 思想 を 広め る 活動 を 行っ て いた 。 地 元 に 帰っ て 、 
こう し た 活動 を 行う 学生 も いた 。 だ か ら 、 ダ アワ 運動 の 視点 
で 見 る と 、 こ の 時 期 は 、 重 要 だ っ た 。 大学 が 占拠 され 、 大 学 
の 全て の 活動 が 停止 し た た め 、 多 く の 学 生 は 時 間 が 出来 た 。 
彼ら は 空い た 時 間 を 、 ダ アワ 活動 と 、 ダ アワ の 幹部 に な る た 
め の 勉 強 に 費やす よう に な っ た 。| (サム ス へ の イン タビ ュー、 
2007 年 9 月 13 日 )。 ま た 、「 こ の 時 期 、 サ ナル マン の 活動 家 た ち は 、 
授業 が な く な っ た 時 間 を 使っ て 、 出 身 高校 の 後 募 た ち を 集め 
メン トリ ング を 行っ た り 、 他 の 大 学 の 活動 家 た ちと 接触 し て 、 
ダ ア ワ の 手法 を 伝え る な ど 、 そ れ ぞ れ に 活動 し て いた 。| ( ナ 
シー ル ・ ブ ディ マン へ の イン タビ ュー、2007 年 12 月 14 日 ) 
Djamas [1989] pp. 261-265。1983 年 に 同 大 学 物理 学科 に 入学 
し た アグ ス ・ プ ル ワ ン ト (Agus Purwanto) は 、 出 身 地 で あ 
る 東 ジ ャ ワ の ジェ ン ブ ル で 公立 高校 に 通っ て いた 時 の こと を 、 
こう 話し た 。「SII に は 、 私 の 高校 か ら も 参加 する 生徒 た ち が 
いた 。 当 時 、 全 国 各 地 の 高校 生 達 が 参加 し て いた と 聞い て い 
る 。SII の トレ ー ニ ング を 終え て 戻っ て きた 友達 は 、 皆 、 以 前 
と は 変わ っ て いた 。 例 えば 、 女 子 生徒 は 、 ジ ル バ ッ プ ( 頭 や 
































首 を 覆う ヴェ ー ル ) を 着け て 、 も う 外 さ な い よう に な っ て い 
る 。 私 は 、 と て も 感銘 を 受け 、 大 学 は 、 サ ルマン の ある バン 
ドゥ ン 工 科大 学 に 行き た いと 思っ た 。] (プル ワン ト へ の イン 
タビ ュー、2007 年 12 月 4 日 ) 

50 先述 の ジャ マス に よれ ば 、KRKR (Kursus Kesejahteraan Rumah 
Tangga : 家庭 福祉 講座 ) と 呼ば れる 主婦 向け プロ グラ ム も 実 
施さ れ て いる 。(Djamas [1989] p.229) 

51 当時 の サル マン の 盛況 さ に つい て 、1983 年 に 同 大 学 に 入学 し 
た ヘル ・ プ ラボ ウォ (Heru Prabowo) は 、「1980 年 代 前 半 は 、 
カリ スマ と パス の 活動 が と て も 活発 だ っ た 時 期 。 何 千 和 人 も の 
中 高生 が カリ スマ に 、 ま た 何 百 人 も の 効 稚 園生 や 小学 生 が 、 
常時 パス に 参加 し て いた 。| と 話し (ヘル へ の イン タビ ュー、 
2007 年 12 月 3 日 )、 ま た 1986 年 入学 の ブ デ ィ ・ ヨ ウ ヤ スト 
リ (Budi Youyastri) は 、「 サ ルマン の 活動 は 、 当 時 、 非 常に 
活発 だ っ た 。 今 と 比較 する な ら 、 何 十 倍 も 盛ん だ っ た と 思う 。 
毎日 、 早 朝 の 礼拝 か ら 夜 の 礼拝 まで 、 一 時 と し て 静か に な 
る こと は な か っ た 。]| と 話し た ( プ デ ィ ヨ へ の イン タビ ュー、 
2008 年 3 月 12 日 )。 

52 1981 年 か ら サ ルマン の 幹部 伏 成 (Kaderisasi) 部 門 の 代表 を 
務め た ヤン ・ オ ルギア ヌス (Yan Orgianus) の イン タビ ュー 
より (2008 年 7 月 20 日 )。 後述 ( 注 53) の 、 ル トゥ フィ ・ 
ハ キ ム の イン タビ ュー も 参照 ウス ロ 、 ま た 類似 する 用 語 
と し て の “ハラ カ " に 関し て は 、 見 市 [2004] (pp. 76-77) 、 
Bruinessen [2002] (Web 版 27 段落 )、Damanik [2002] G①. 
71, pp. 88-93) 、Furkon [2004] (pp. 132-133, pp. 136-140) ら 
の 先行 研究 で も 、 そ れ ぞ れ の 視点 で 言及 され て いる 。 筆 者 に 
よる 複数 の イン タビ ュー で は 、“ ハ ラ カ "” は 、1980 年 代 後半 
以降 に 発展 を 遂げ る タル ビ ヤ 運 動 で 使用 され た 用 語 だ と の 証 
言 が ある 。 ウ スロ 、 ハ ラ カ 、 メ ント リン グ の 用 語 の 定義 も 含め 、 
詳し い 分 析 は 、 今 後 の 課題 と し た い 。 

53 1984 年 、 中 部 ジャ ワ 、 ジ ョ グ ジ ャ カ ル タ に ある ガ ジ ャ マダ 大 
学 の イス ラー ム 組 織 シ ャ ラフ ディ ン は 、 西 ジャ ワ へ 視察 旅行 
を 行い 、 サ ルマン や 、 ボ ゴー ル 農 業 大 学 の イス ラー ム 組 織 ア 
ルー ギフ ァ ー リ を 訪問 し た 。 シ ャ ラフ ディ ン の メン バー と し 
て サル マン を 訪れ た ルト ゥ フィ ・ ハ キム (Luthfie Hakim) は 、 
サル マン の 印象 を こう 話し た 。「 サ ルマン か ら は 、 強 い 刺激 を 
受け た 。 私 の 感覚 で は 、 サ ルマン は 、 我 々 や 他 の 大 学 の イス ラー 
ム 組 織 に 比べ 、 何 倍 も 何 倍 も 、 進 ん で いた 。 貴 えて いう な ら 、 
我々 の シャ ラフ ディ ン や 、 ボ ゴー ル の アル ニギ ファ ー リ な ど 
は 、 サ ルマン の 一 部 門 く らい の 規模 で あり 、 活 動 内 容 だ っ た 。 
サル マン は 、 そ れ く らい 発展 し て いた 。 サ ルマン で は 、 ウ ス 
ロ と いう 、 小 さ な デ ィ ス カッ ショ ング ルー プ の 活動 が 見 られ 
た 。5 人 か ら 10 人 単位 の ウス ロ の 勉強 が 、 サ ルマン の 敷地 内 
の 広場 中 で 行わ れ て いた 。 こ うし た 活動 も 、 我 々 に と っ て は 、 
と て も 魅力 的 だ っ た 。 こ の 時 、 サ ルマン を 訪れ て 、 そ の 発展 
を 自分 の 目 で 見 た の が きっ か け で 、 大 学 同士 の 友好 フォ ー ラ 
ム の アイ ディ ア が 、 生 まれ た 。 他 の 大 学 の 活動 家 た ち も 、 サ 
ルマン の 活動 を 知り 、 お 互い の 経験 や 問題 を 共有 する こと が 
必要 だ と 考え る よう に な っ た 。| (レト ゥ フィ ・ ハ キム へ の イ 
ンタ ビュ ー、2008 年 7 月 29 日 )。 そ の 後 、 彼 は 、 全 国 の 大 学 
の ダ ア ワ 組 織 を 束ね る ネッ トワ ー ク 、 ダ アワ ・ カ ンプ ス 組 織 
友好 フォ ー ラ ム (FSLDK) を 、1986 年 に 創設 する 。1998 年 、 
イン ド ネ シア ・ ム スリ ムク 学生 行 動 連盟 (KAMMI) は 、 こ の 
FSLDK 第 10 回 マラ ン 大 会 に て 創設 が 宣言 され た 。 

54 現在 、 イ スラ ー ム 出版 社 大 手 ミ ザン の 営業 担当 副 社 長 (Vice 
President - Operations) の プ ト ゥ ッ ト ・ ウ ィ ジ ャ ナル コ (Putut 
Widjanarko) は 、1983 年 に 同 大 学 物理 学科 に 入学 する 。 中 部 
ジャ ワ の ソロ で の 高校 時 代 の こと を 、 こ う 話 し た 。「 私 は 、 高 
校 時 代 か ら サル マン の 名 前 を 知っ て いた し 、 そ の 素晴らし さ 
を 、 新 聞 や 雑誌 や 人 づ て に 聞い て いた 。 周 り の 友達 も 皆 、 サ 
ルマン の 名 前 を 知っ て いた 。 私 は 、 当 時 、 ソ ロ の 公立 高校 で 、 
友達 と 一 緒 に イス ラー ム の 勉強 会 を 企画 し て いた 。 で も 、 特 
に 信仰 心 が 厚 い 家庭 に 育っ た わけ で は な く 、 私 自身 の 宗教 の 

















イン ド ネ シア の 学生 ダ ア ワ 運 動 の 原点 





知識 は 、 ま だ 非常 に 限ら れ た も の だ っ た 。 よ り 活 発 な 活動 が 
し た いと いう 意欲 が あっ た 。 サ ルマン で 活動 を し た か っ た か 
ら 、 大 学 は バン ドッ ゥ ン 工 科大 学 を 選ん だ 。] ( プ ト ゥ ッ ト へ の 
イン タビ ュー、2007 年 12 月 11 日 ) 

55 「 私 は 、 カ リス マ の 活動 に は 不満 だ っ た 。 カ リス マ に リー ダー 
役 と し て 参加 し て いる の は 、 多 く が バン ドッ ゥ ン の 他 の 大 学 か 
ら の 学生 で あっ て 、 バ ンド ゥ ン 工 科大 学 の 学生 は 、 そ の 半分 
に も 満た な い 。 サ ルマン は 、 そ も そ も バ ンド ッ ゥ ン 工 科大 学 の 
人 々 の ダ ア ワ の た め に 作ら れ た モス ク で は な か っ た か 、 も ち 
ろ ん 、 バ ンド ッ ゥ ン 全 体 の ダ ア ワ の た め に も 使わ れる べき だ が 、 
バン ドゥ ン 工科 大 学 か ら 離 れ て は いけ な いと 思っ た 。| (ヘル 
へ の イン タビ ュー、2007 年 12 月 3 日 ) 

56 「 サ ルマン は 当時 、 す で に と て も 大 き な 組 織 に な っ て いて 、 内 
部 に 異な る 見 解 を 抱 を て いた 。 お 互い に 対立 し て いた わけ で 
は な い が 、 異 な る 思考 の アプ ロー チ を 持っ て いた 。 そ れ に 、 
大 き な 組 織 に な っ て し まっ た た め 、 新 し いこ と を 始め る に は 、 
上 層 部 の 人 た ち に お 伺い を た て 、 許 可 を も ら わ ね ば な ら な か っ 
た 。 何 を する に も 時 間 が か か っ た 。| ( プ ト ゥ ッ ト へ の イン タ 
ビュ ー、2007 年 12 月 11 日 ) 

57 「 組 織 が あま り に 大 きく な り 、 有 名 に な り 、 活 動 が 多く な っ た 
結果 、 お 王 い の コミ ュ ニ ケー ショ ン は 、 う まく 取れ な い 状 況 
に 陥り 始め て いた 。 サ ルマン に 来 た 学生 た ちの 多く が 、 期 待 
は ずれ だ と 感じ た は ず 。 な ぜ な ら サ ルマン に は 、 ス ピリ ッ ツ 
は すでに 無く 、 活 動 が ある だ け だ っ た か ら 。| ( ブ デ ィ ヨ へ の 
イン タビ ュー、2008 年 3 月 12 日 ) 

58 先述 か の プ ト ゥ ッ ト 、 ブ ディ ヨ へ の イン タビ ュー より 

59 見 市 [2004] p. 146、Bruinessen [2002] Web 版 16 段落 。 先 
述 の ヘル (1983 年 入学 ) は 「 当 時 、 イ スラ ー ム 本 は ブー ム を 
迎え て いた | と いう 。「 私 は 、 当 時 、 あ まり に 多く の 種類 の 本 
を 読ん で 、 ほ と ん ど 飽 和 状 態 に な っ た | と 話し た 。( ヘ ル へ の 
イン タビ ュー、2007 年 12 月 3 日 ) 

60 先述 の スパ ル ノ (1968 年 入学 )、 ナ シー ル ・ ブ ディ マン (1971 
年 入学 ) へ の イン タビ ュー より 

61 高橋 [1995] p.72 

62 高橋 [1995] p.78 

63 1987 年 に 同 大 学 電気 工学 科 に 入学 し 、1991 年 当時 、 ガ マイ ス 
の 代表 を 務め て いた イス マイ ル (lsmail) へ の イン タビ ュー 
より 。(2008 年 7 月 20 日 ) 
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